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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルを通じてチャネル使用インジケータを備
える信号を受信することと、前記チャネル使用インジケータは、前記免許不要無線周波数
スペクトル帯域上の基地局によるクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）の成功をシグナ
リングし、ここにおいて、前記チャネル使用インジケータは、将来の前記基地局によるダ
ウンリンク送信および前記基地局に接続された１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）によ
るアップリンク送信の両方のために、前記免許不要無線周波数スペクトル帯域の前記チャ
ネルを予約し、
　前記チャネル使用インジケータまたは主要同期信号（ＰＳＳ）の存在に少なくとも部分
的に基づいて、監視すべき少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを
決定することと、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記基地局から前記ＰＳＳを受信することと、
　前記受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数のＵＥのう
ちの少なくとも１つを前記基地局と同期させることと
を備える方法。
【請求項２】
　監視すべき前記少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルが、前記受信されたチャネル使用イ
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ンジケータに関連付けられる時間に基づいて決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用インジケータ
の受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＳＳを受信することは、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを受
信すること
を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて前記基地局から二次的同期信号（ＳＳ
Ｓ）を受信すること
をさらに備え、ここにおいて、前記ＳＳＳが、前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭ
シンボルのうちの少なくとも１つの間に受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを受信すること
をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ）を受信す
ることと、
　前記受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することと、ここにおいて、
前記基地局パラメータが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）、前記基地局の現在
のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選択される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルを通じてチャネル使用インジケータを備
える信号を受信するための手段と、前記チャネル使用インジケータは、前記免許不要無線
周波数スペクトル帯域上の基地局によるクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）の成功を
シグナリングし、ここにおいて、前記チャネル使用インジケータは、将来の前記基地局に
よるダウンリンク送信および前記基地局に接続された１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）によるアップリンク送信の両方のために、前記免許不要無線周波数スペクトル帯域の前
記チャネルを予約し、
　前記チャネル使用インジケータまたは主要同期信号（ＰＳＳ）の存在に少なくとも部分
的に基づいて、監視すべき少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを
決定するための手段と、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記基地局から前記ＰＳＳを受信するための手段と、
　前記受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数のＵＥのう
ちの少なくとも１つを前記基地局と同期させるための手段と
を備える装置。
【請求項９】
　監視すべき前記少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルが、前記受信されたチャネル使用イ
ンジケータに関連付けられる時間に基づいて決定される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用インジケータ
の受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）シンボルを備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記ＰＳＳを受信するための前記手段は、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを受
信するための手段
を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて前記基地局から二次的同期信号（ＳＳ
Ｓ）を受信するための手段
をさらに備え、ここにおいて、前記ＳＳＳが、前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭ
シンボルのうちの少なくとも１つの間に受信される、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを受信するための手段
をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ）を受信す
るための手段と、
　前記受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定するための手段と、ここにお
いて、前記基地局パラメータが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）、前記基地局
の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選択される、を
さらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行することと、
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルを通じてチャネル使用インジケータ
を備える信号を送信することと、前記チャネル使用インジケータは、前記免許不要無線周
波数スペクトル帯域上の前記ＣＣＡの成功をシグナリングし、前記チャネル使用インジケ
ータは、将来の基地局によるダウンリンク送信および前記基地局に接続された１つまたは
複数のユーザ機器（ＵＥ）によるアップリンク送信の両方のために、前記チャネルを予約
し、
　主要同期信号（ＰＳＳ）を送信すべき前記免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付
けられる少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定することと、
ここにおいて、前記少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用インジケー
タに少なくとも部分的に基づいて決定され、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記ＰＳＳを送信することと
を備える方法。
【請求項１６】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用インジケータ
に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シ
ンボルを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＰＳＳを送信することは、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを送
信すること
を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に前記
免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて二次的同期信号（ＳＳＳ）を送信することを
さらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
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　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを送信すること
をさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ）を送信す
ること
をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＲＳが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）
、前記基地局の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選
択される基地局パラメータを示す、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための手段と、
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルを通じてチャネル使用インジケータ
を備える信号を送信するための手段と、前記チャネル使用インジケータは、前記免許不要
無線周波数スペクトル帯域上の前記ＣＣＡの成功をシグナリングし、前記チャネル使用イ
ンジケータは、将来の基地局によるダウンリンク送信および前記基地局に接続された１つ
または複数のユーザ機器（ＵＥ）によるアップリンク送信の両方のために、前記チャネル
を予約し、
　主要同期信号（ＰＳＳ）を送信すべき前記免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付
けられる少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定するための手
段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用イン
ジケータに少なくとも部分的に基づいて決定され、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記ＰＳＳを送信するための手段と
を備える装置。
【請求項２３】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用インジケータ
に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シ
ンボルを備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＰＳＳを送信するための前記手段は、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを送
信するための手段
を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に前記
免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて二次的同期信号（ＳＳＳ）を送信するための
手段
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを送信するための手段
をさらに備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ）を送信す
るための手段
をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＲＳが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）
、前記基地局の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選
択される基地局パラメータを示す、請求項２２に記載の装置。
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【請求項２８】
　前記ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部である、請求項２２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年６月３０日に
出願された、「Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌｓ　Ｏｖｅｒ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　
Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｗｅｉらに
よる米国特許出願第１４／７５５，５２１号、および２０１４年７月３日に出願された、
「Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉ
ｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌｓ　Ｏｖｅｒ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｗｅｉらによる米国仮特
許出願第６２／０２０，８４７号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システム（wireless communication sys
tem）に関し、より詳細には、免許不要無線周波数スペクトル帯域（unlicensed radio fr
equency spectrum band）を通じて同期信号（synchronization signal）を送信および受
信するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、
および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な
多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ：user equipment）のための通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る
。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）ダウンリンクチャネル、お
よび（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリンクチャネル上で、ＵＥと
通信し得る。
【０００５】
　[0005]　いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの異なる無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、免許無線周波数スペクトル帯域（licensed radio frequency spectru
m band）および／または免許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じたＵＥとの通信を可
能にし得る。免許無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデ
ータトラフィックの増加とともに、免許不要無線周波数スペクトル帯域への少なくとも一
部のデータトラフィックのオフロード（offload）は、セルラー事業者にデータ送信容量
の増強のための機会を与え得る。免許不要無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、免許
不要無線周波数スペクトル帯域を通じて通信する前に、送信装置は、いくつかの例では、
免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを争う（contend）ために、リッスンビ
フォートーク（ＬＢＴ：listen before talk）手順を実行し得る。そのようなＬＢＴ手順
は、免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどうかを決定する
ために、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）を実行する
ことを含み得る。免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決定
されたとき、送信装置が免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じた送信を行うことが可
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能である時間または行うようにスケジュールされる時間までチャネルを予約するために、
チャネルを通じてチャネル使用インジケータ（channel usage indicator）が送信され得
る。（たとえば、別のデバイスが免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルをすでに
使用しているので）免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能ではないと
決定されたとき、そのチャネルのためにＣＣＡが後で再び実行され得る。
【０００６】
　[0006]　複数の送信装置が同時に免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのア
クセスを争うことがあるので、および／または１つの送信装置が免許不要無線周波数スペ
クトル帯域のチャネルをすでに予約していること、もしくは使用中であることがあるので
、いつ送信装置がチャネル免許不要無線周波数スペクトル帯域にアクセスすることになる
かについての不確実性があり得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示は、たとえば、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を
送信および受信するための１つまたは複数の技法に関する。基地局が、免許不要無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを争うためにＬＢＴ手順を使用するとき、基地局が免許不
要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを成功裡に争うことになるかどうか、およびい
つ成功裡に争うことになるかに関する不確実性があり得る。基地局が免許不要無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを成功裡に争うことが不可能であるとき、セル発見（cell d
iscovery）のためにＵＥによって使用される信号（たとえば、同期信号および／または基
準信号（reference signal））を基地局が送信することが不可能な時間があり得る。さら
に、基地局が免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを成功裡に争うことが可能
であるときでも、同期信号および／または基準信号の送信のタイミングが、基地局が同期
信号および／または基準信号を送信するのを妨げることがある（あるいは基地局とのＵＥ
の同期を可能にするのに十分な頻度で基地局が同期信号および／または基準信号を送信す
るのを妨げることがある。本明細書で開示される技法は、同期信号および／または基準信
号が送信される可能性を高め、送信された同期信号および／または基準信号がＵＥにとっ
て有用である可能性を高める傾向がある方式で、基地局が同期信号および／または基準信
号を送信することを可能にし得る。
【０００８】
　[0008]　説明のための例の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が説明され
る。一構成では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局から主要
同期信号（ＰＳＳ：primary synchronization signal）を受信することを含み得る。ＰＳ
Ｓは、ダウンリンク送信（downlink transmission）の第１のサブフレーム（subframe）
の隣接直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル（adjacent orthogonal frequency divi
sion multiplexing (OFDM) symbol）上で受信され得る。本方法はまた、受信されたＰＳ
Ｓに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。
【０００９】
　[0009]　本方法のいくつかの例では、ＰＳＳを受信することは、隣接ＯＦＤＭシンボル
の各々の間にサブキャリア（subcarrier）の同じセット上でＰＳＳを受信することを含み
得る。いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域
に関連付けられるコンポーネントキャリア帯域幅（component carrier bandwidth）の中
央に位置するリソースブロック（resource block）のセットに対応し得る。
【００１０】
　[0010]　いくつかの例では、本方法は、隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つ
の間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局から二次的同期信号（ＳＳＳ：
secondary synchronization signal）を受信することを含み得る。いくつかの例では、Ｐ
ＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じて受信されることがあり、ＳＳＳは、サブキ
ャリアの第１のセットに隣接するサブキャリアの第２のセットを通じて受信されることが
ある。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポート（antenna port）
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を通じて受信され得る。いくつかの例では、本方法は、受信されたＰＳＳおよび受信され
たＳＳＳに基づいて基地局パラメータ（base station parameter）を決定することを含み
得る。基地局パラメータは、基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ：physical cell identi
ty）を含み得る。
【００１１】
　[0011]　いくつかの例では、本方法は、隣接ＯＦＤＭシンボルの間に受信されたＰＳＳ
のサンプルの相互相関（cross-correlation）を実行することを含み得る。これらの例で
は、本方法は、サンプルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回復することを含み
得る。基地局とのＵＥの同期は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る。
【００１２】
　[0012]　いくつかの例では、本方法は、第１のサブフレーム中に免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific reference signal）を
受信することを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポー
トを通じて受信され得る。これらの例では、本方法は、受信されたＣＲＳに基づいて基地
局パラメータを決定することを含むことができ、ここにおいて、基地局パラメータが、基
地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号（current subframe number）、および
それらの組合せから成るグループから選択される。
【００１３】
　[0013]　本方法のいくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線
フレームの第１のサブフレームを含み得る。本方法のいくつかの例では、ダウンリンク送
信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームを含
み得る。
【００１４】
　[0014]　説明のための例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一構成では、本装置は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＰＳ
Ｓを受信するための手段を含み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム
の隣接ＯＦＤＭシンボル上で受信され得る。本装置はまた、受信されたＰＳＳに少なくと
も部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させるための手段を含み得る。いくつかの例で
は、本装置は、説明のための例の第１のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信の
ための方法の１つまたは複数の態様を実装するための手段をさらに含み得る。
【００１５】
　[0015]　説明のための例の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が説明
される。一構成では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、ＣＣＡが成功したときに免許不要無線周
波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信することとを含み得る。ＰＳＳは、ダウンリン
ク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で送信され得る。
【００１６】
　[0016]　本方法のいくつかの例では、ＰＳＳを送信することは、隣接ＯＦＤＭシンボル
の各々の間にサブキャリアの同じセット上でＰＳＳを送信することを含み得る。これらの
例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられる
コンポーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る
。
【００１７】
　[0017]　いくつかの例では、本方法は、隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つ
の間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＳＳＳを送信することを含み得る。い
くつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じて送信されることがあり
、ＳＳＳは、サブキャリアの第１のセットに隣接するサブキャリアの第２のセットを通じ
て送信されることがある。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポー
トを通じて送信され得る。
【００１８】
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　[0018]　いくつかの例では、本方法は、第１のサブフレーム中に免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域を通じてＣＲＳを送信することを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよ
びＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて送信され得る。これらの例では、ＣＲＳは、基
地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグルー
プから選択される基地局パラメータを示し得る。
【００１９】
　[0019]　いくつかの例では、第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレー
ムであってよく、本方法は、第１のサブフレーム以外の無線フレームのサブフレーム中に
ＰＳＳを送信するのを控えることを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第
１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームを含み得る。いくつかの例では
、第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームであり
得る。
【００２０】
　[0020]　説明のための例の第４のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一構成では、本装置は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実
行するための手段と、ＣＣＡが成功したときに免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
てＰＳＳを送信するための手段とを含み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信の第１のサブ
フレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で送信され得る。いくつかの例では、本装置は、説明
のための例の第３のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つま
たは複数の態様を実装するための手段をさらに含み得る。
【００２１】
　[0021]　説明のための例の第５のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が説明
される。一構成では、本方法は、チャネル使用インジケータまたは主要同期信号（ＰＳＳ
）の存在に基づいて、監視すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することと、
決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域
を通じて基地局からＰＳＳを受信することと、受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基
づいて、ＵＥを基地局と同期させることとを含み得る。
【００２２】
　[0022]　いくつかの例では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてチ
ャネル使用インジケータを受信することと、受信されたチャネル使用インジケータに関連
付けられる時間に基づいて、少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することとを含み
得る。
【００２３】
　[0023]　本方法のいくつかの例では、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは
、チャネル使用インジケータの受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接
ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレー
ムは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームを含み得る。いくつかの例
では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームを
含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳを受信することは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上でＰＳＳを受信することを含み得る。
【００２４】
　[0024]　いくつかの例では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基
地局からＳＳＳを受信することを含み得る。ＳＳＳは、決定された少なくとも１つのＯＦ
ＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に受信され得る。いくつかの例では、ＰＳＳお
よびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて受信され得る。
【００２５】
　[0025]　いくつかの例では、本方法は、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル
の間に受信されたＰＳＳのサンプルの相互相関（cross-correlation）を実行することを
含み得る。本方法はまた、サンプルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回復する
ことを含み得る。基地局とのＵＥの同期は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る



(9) JP 6648130 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

。
【００２６】
　[0026]　いくつかの例では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣ
ＲＳを受信することと、受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することと
を含み得る。基地局パラメータは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、
およびそれらの組合せから成るグループから選択され得る。いくつかの例では、ＰＳＳお
よびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて受信され得る。
【００２７】
　[0027]　本方法のいくつかの例では、チャネル使用インジケータは、チャネル使用ビー
コン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）を含み得る。
【００２８】
　[0028]　説明のための例の第６のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一構成では、本装置は、チャネル使用インジケータまたはＰＳＳの存在に基づい
て、監視すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定するための手段と、決定された
少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基
地局からＰＳＳを受信するための手段と、受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づい
て、ＵＥを基地局と同期させるための手段とを含み得る。いくつかの例では、本装置は、
説明のための例の第５のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１
つまたは複数の態様を実装するための手段をさらに含み得る。
【００２９】
　[0029]　説明のための例の第７のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が説明
される。一構成では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実
行することと、ＰＳＳを送信すべき免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられる
少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することと、決定された少なくとも１つのＯＦ
ＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信することと
を含み得る。
【００３０】
　[0030]　いくつかの例では、本方法は、ＣＣＡが成功したときに免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域を通じてチャネル使用インジケータを送信することを含み得る。
【００３１】
　[0031]　本方法のいくつかの例では、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは
、チャネル使用インジケータに続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤ
Ｍシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、
無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームを含み得る。いくつかの例では、
ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームを含み得
る。本方法のいくつかの例では、ＰＳＳを送信することは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々
の間にサブキャリアの同じセット上でＰＳＳを送信することを含み得る。いくつかの例で
は、本方法は、同じアンテナポートを通じてＰＳＳおよびＳＳＳを送信することを含み得
る。
【００３２】
　[0032]　いくつかの例では、本方法は、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル
のうちの少なくとも１つの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＳＳＳを送信
することを含み得る。いくつかの例では、本方法は、免許不要無線周波数スペクトル帯域
を通じてＣＲＳを送信することを含み得る。ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在の
サブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選択されたる地局パラメ
ータを示し得る。いくつかの例では、本方法は、同じアンテナポートを通じてＰＳＳおよ
びＣＲＳを送信することを含み得る。
【００３３】
　[0033]　本方法のいくつかの例では、ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ：extended CCA）
の一部であり得る。本方法のいくつかの例では、チャネル使用インジケータは、ＣＵＢＳ
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を含み得る。
【００３４】
　[0034]　説明のための例の第８のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一構成では、本装置は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実
行するための手段と、ＰＳＳを送信すべき免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付け
られる少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定するための手段と、決定された少なくと
も１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送
信するための手段とを含み得る。いくつかの例では、本装置は、説明のための例の第７の
セットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実
装するための手段をさらに含み得る。
【００３５】
　[0035]　上では、以下の発明を実施するための形態がよりよく理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をやや広く概説した。追加の特徴および利点が以下
で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の
構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成
は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。関連する利点とともに、本
明細書で開示される概念の編成と動作の方法の両方に関して、それらの概念を特徴づける
と考えられる特徴は、添付の図に関連して以下の説明を検討するとよりよく理解されよう
。各図は、例示および説明のみのために与えられものであり、特許請求の範囲の限定の定
義として与えられるものではない。
【００３６】
　[0036]　本発明の性質と利点とについてのさらなる理解は、以下の図面を参照すること
によって達成され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベル
を有し得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後、ダッシュと、同
様の構成要素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の
参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにか
かわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可
能である。
【００３７】
　[0037]　本発明の性質と利点とについてのさらなる理解は、以下の図面を参照すること
によって達成され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベル
を有し得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後、ダッシュと、同
様の構成要素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の
参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにか
かわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】[0038]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0039]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を使用
する様々な状況の下でＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａが展開されるワイヤレス通信シス
テムを示す図。
【図３】[0040]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域におけ
るセルラーダウンリンクのためのゲーティング間隔（gating interval）（またはＬＢＴ
無線フレーム）の例を示す図。
【図４】[0041]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
たワイヤレス通信の例を示す図。
【図５】[0042]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
たワイヤレス通信の例を示す図。
【図６】[0043]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
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たワイヤレス通信の例を示す図。
【図７】[0044]　本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
たワイヤレス通信の例を示す図。
【図８】[0045]　本開示の様々な態様による、コンポーネントキャリア帯域幅を占有する
ために免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号および／または基準信号がど
のように送信され得るかの例を示す図。
【図９】[0046]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図１０】[0047]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置のブロック図。
【図１１】[0048]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置のブロック図。
【図１２】[0049]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置のブロック図。
【図１３】[0050]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図。
【図１４】[0051]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ（たとえば、１つまたは複数の基地局と通信することが可能なＵＥ）のブロック図。
【図１５】[0052]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示す
フローチャート。
【図１６】[0053]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示す
フローチャート。
【図１７】[0054]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示す
フローチャート。
【図１８】[0055]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示す
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　[0056]　免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信および受信するた
めの技法が説明される。いくつかの例では、免許不要無線周波数スペクトル帯域は、無線
周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ（登録商標）用途のような免許不要の用途（unlicens
ed use）に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクト
ル帯域を含み得る。いくつかの例では、免許不要無線周波数スペクトル帯域は、セルラー
通信（たとえば、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）通信および／また
はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）通信）のために使用され得る。
【００４０】
　[0057]　免許無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデー
タトラフィックの増加とともに、免許不要無線周波数スペクトル帯域への少なくとも一部
のデータトラフィックのオフロードは、セルラー事業者（たとえば、公衆陸上移動体ネッ
トワーク（ＰＬＭＮ）および／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのようなセルラー
ネットワークを定義する基地局の協調させられたセットの事業者）にデータ送信容量の増
強のための機会を与え得る。免許不要無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、免許不要
無線周波数スペクトル帯域を通じて通信する前に、送信装置は、いくつかの例では、免許
不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを争うために、ＬＢＴ手順を実行し得る。そ
のようなＬＢＴ手順は、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかど
うかを決定するためにＣＣＡ手順（または拡張ＣＣＡ手順）を実行することを含み得る。
免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、送信
装置が免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じた送信を行うことが可能である時間また
は行うようにスケジュールされる時間までチャネルを予約するために、チャネルを通じて
チャネル使用インジケータが送信され得る。チャネルが利用可能ではないと決定されたと
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き、そのチャネルのためにＣＣＡ手順（または拡張ＣＣＡ手順）が後で再び実行され得る
。拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）手順は、Ｎ回のＣＣＡ手順の実行を含み得る。
【００４１】
　[0058]　基地局が、免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを争うためにＬＢ
Ｔ手順を使用するとき、基地局が免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを成功
裡に争うことになるかどうか、およびいつ成功裡に争うことになるかに関する不確実性が
あり得る。基地局が免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを成功裡に争うこと
が不可能であるとき、セル発見のためにＵＥによって使用される信号（たとえば、同期信
号および／または基準信号）を基地局が送信することが不可能な時間があり得る。さらに
、基地局が免許不要無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを成功裡に争うことが可能で
あるときでも、同期信号および／または基準信号の送信のタイミングが、基地局が同期信
号および／または基準信号を送信するのを妨げることがある（あるいは基地局とのＵＥの
同期を可能にするのに十分な頻度で基地局が同期信号および／または基準信号を送信する
のを妨げることがある。本明細書で開示される技法は、同期信号および／または基準信号
が送信される可能性を高め、送信された同期信号および／または基準信号がＵＥにとって
有用である可能性を高める傾向がある方式で、基地局が同期信号および／または基準信号
を送信することを可能にし得る。
【００４２】
　[0059]　本明細書で開示される技法のいくつかは、無線フレームのより早期のサブフレ
ームおよび/またはＯＦＤＭシンボルの間にＰＳＳのより多くのインスタンスを送信し、
それにより、ＵＥがＰＳＳのサンプルを効率的に受信し、相互相関させ、ＰＳＳのインス
タンスを送信した基地局のタイミングを回復することができるようにすることを伴う。Ｐ
ＳＳの早期送信（early transmission）はまた、基地局および／またはＵＥが送信すべき
データを有しないか、または送信すべき限られたデータを有するときの、免許不要無線周
波数スペクトル帯域の早期解放を可能にし得る。
【００４３】
　[0060]　本明細書で開示される技法のいくつかは、（たとえば、ＥＣＣＡを実行する必
要性があるので）ダウンリンク送信が所望の時間に始まるか、それとも後で始まるかに関
係なく、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中にＰＳＳを送信することを伴う。
【００４４】
　[0061]　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ：Universal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０
００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０
００　Ｒｅｌｅａｓｅ０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ば
れる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形とを含む。ＴＤＭ
Ａシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global Syste
m for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、
ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡ（登録商標）などの
無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。
３ＧＰＰ（登録商標）　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴ
Ｅ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリ
ースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは
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、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト２」（３ＧＰＰ２）と称する組織からの文書に記載されている。本明細書で説明され
る技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のため
に使用され得る。しかしながら、以下の説明では、例としてＬＴＥシステムについて説明
し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用
可能である。
【００４５】
　[0062]　以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、説明される要素の機能および配置に関して変更が行われ得る。様々な例は、適宜、
様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法
は、説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加され、省略され
、または組み合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例で
は組み合わせられ得る。
【００４６】
　[0063]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００のブロッ
ク図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局１０５（たとえば、１つま
たは複数のｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）と、いくつかのＵＥ１１５と、
コアネットワーク１３０とを含み得る。基地局１０５のいくつかは、様々な例ではコアネ
ットワーク１３０または基地局１０５のうちのいくつかの基地局の一部であり得る、基地
局コントローラ（図示されず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５のいく
つかは、バックホール（backhaul）１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報お
よび／またはユーザデータを通信し得る。いくつかの例では、基地局１０５のうちのいく
つかは、有線またはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて
、互いに直接または間接的に通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャ
リア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートすることができる。マルチキャリ
ア送信機は、複数のキャリア上で同時に、変調された信号を送信し得る。たとえば、各通
信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。
各々の変調された信号は、異なるキャリア上で送られてよく、制御情報（たとえば、基準
信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００４７】
　[0064]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワ
イヤレスに通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、アクセスポイント、トラ
ンシーバ基地局（ＢＴＳ：base transceiver station）、無線基地局、無線トランシーバ
、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：e
xtended service set）、ＮｏｄｅＢ、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、Ｈｏｍ
ｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、ＷｉＦｉノード
または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局１０５のためのカバレージ
エリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割され得る。ワイ
ヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、
マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。基地局１０５はまた、セルラ
ーおよび／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術などの異なる無線技術を利用し得る。基地局
１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは事業者展開（たとえば、本明細
書ではまとめて「事業者（operator）」と呼ぶ）に関連付けられ得る。同じもしくは異な
るタイプの基地局１０５のカバレージエリアを含み、同じもしくは異なる無線技術を利用
し、および／または同じもしくは異なるアクセスネットワークに属する、異なる基地局１
０５のカバレージエリアは重複し得る。
【００４８】
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　[0065]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システム（またはネットワーク）を含んでよく、このＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システム
は、免許無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途の
ために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない無線周波数スペクト
ル帯域）および／または免許不要無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペ
クトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセ
スを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）における、動作または展開の１つま
たは複数のモードをサポートし得る。他の例では、ワイヤレス通信システム１００は、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なる１つまたは複数のアクセス技術を使用してワイヤレス通信を
サポートし得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢま
たはｅＮＢという用語は、たとえば、基地局１０５の複数またはグループを表すために使
用され得る。
【００４９】
　[0066]　ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５が様々な地理
的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであってよく、また
はそれを含んでよい。たとえば、各基地局１０５は、通信カバレージをマクロセル、ピコ
セル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに与え得る。ピコセル、フェムト
セル、および／または他のタイプのセルなどのスモールセルは低電力ノードまたはＬＰＮ
を含み得る。マクロセルは、たとえば、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キ
ロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる
無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、たとえば、比較的小さい地理的エリアをカ
バーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。また、フェムトセルは、たとえば、比較的小さい地理的エリア（たとえば
、自宅）をカバーし、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（た
とえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ（closed subscriber group））中のＵＥ、自宅内
のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスも与え得る。マクロセルのためのｅ
ＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと
呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホー
ムｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、
４つなどの）セルをサポートし得る。
【００５０】
　[0067]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１アプリケー
ションプロトコルなど）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、たと
えば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２アプリケーションプロトコルなど）を
介して、および／またはバックホール１３２を介して（たとえば、コアネットワーク１３
０を通じて）、直接または間接的に互いに通信することができる。ワイヤレス通信システ
ム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢは同
様のフレームタイミング（）および／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅ
ＮＢからの送信は概ね時間的に揃えられ得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレー
ムタイミング（frame timing）および／またはゲーティングタイミング（gating timing
）を有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に揃えられないことがある。
【００５１】
　[0068]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散しているこ
とがある。ＵＥ１１５は、当業者によって、モバイルデバイス、移動局、加入者局、モバ
イルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、ワイヤレスデ
バイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、
モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることも
ある。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレ
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ス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、コードレス電話、時計または眼鏡などのウェアラブルアイテム、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フ
ェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラ
ーもしくは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク、またはＷＬＡＮアクセスネットワークの
ような、異なるタイプのアクセスネットワークを通じて通信することが可能であり得る。
ＵＥ１１５とのいくつかの通信モードでは、複数の通信リンク１２５またはチャネル（す
なわち、コンポーネントキャリア）を通じて通信が行われてよく、各チャネルはＵＥ１１
５といくつかのセル（たとえばサービングセル、これはいくつかの場合には同じまたは異
なる基地局１０５によって運用され得る）のうちの１つとの間のコンポーネントキャリア
を使用する。
【００５２】
　[0069]　各コンポーネントキャリアは、免許無線周波数スペクトル帯域または免許不要
無線周波数スペクトル帯域を通じて与えられてよく、特定の通信モードで使用されるコン
ポーネントキャリアのセットは、すべてが（たとえば、ＵＥ１１５において）免許無線周
波数スペクトル帯域を通じて受信されるか、すべてが（たとえば、ＵＥ１１５において）
免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて受信されるか、または（たとえば、ＵＥ１１
５において）免許無線周波数スペクトル帯域と免許不要無線周波数スペクトル帯域との組
合せを通じて受信され得る。
【００５３】
　[0070]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、アップリンク
（ＵＬ）通信（たとえば、ＵＥ１１５から基地局１０５への送信）を搬送するための（コ
ンポーネントキャリアを使用した）アップリンクチャネルおよび／またはダウンリンク（
ＤＬ）通信（たとえば、基地局１０５からＵＥ１１５への送信）を搬送するための（コン
ポーネントキャリアを使用した）ダウンリンクチャネルを含み得る。ＵＬ通信または送信
は、逆方向リンク通信または送信と呼ばれることもあり、ＤＬ通信または送信は、順方向
リンク通信または送信と呼ばれることもある。ダウンリンク通信および／またはアップリ
ンク通信は、免許無線周波数スペクトル帯域、免許不要無線周波数スペクトル帯域、また
はその両方を使用して行われ得る。いくつかの例では、ＤＬ通信および/またはＵＬ通信
は、同期信号（たとえば、ＰＳＳおよび／もしくはＳＳＳ）ならびに／または基準信号（
たとえば、ＣＲＳ）を含み得る。
【００５４】
　[0071]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、
免許不要無線周波数スペクトル帯域を使用する様々な状況の下で展開され得る。展開の状
況は、免許無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信が免
許不要無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ得る補助ダウンリンクモード、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信とＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信の両方が免許無線
周波数スペクトル帯域から免許不要無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ得るキャ
リアアグリゲーションモード、および／または、基地局１０５とＵＥ１１５との間のＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信が免許不要
無線周波数スペクトル帯域において行われ得るスタンドアロンモードを含み得る。基地局
１０５およびＵＥ１１５は、いくつかの例では、これらまたは同様の動作モードのうちの
１つまたは複数をサポートし得る。ＯＦＤＭＡ波形は、免許無線周波数スペクトル帯域お
よび／または免許不要無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリン
ク通信のための通信リンク１２５において使用されてよく、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
および／またはリソースブロックがインターリーブされたＦＤＭＡ波形は、免許無線周波
数スペクトル帯域および／または免許不要無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａアップリンク通信のための通信リンク１２５において使用されてよい。
【００５５】
　[0072]　図２は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を使
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用する様々な状況の下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開されるワイヤレス通信システム２００
を示す。より具体的には、図２は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を使用してＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａが展開される、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード
、およびスタンドアロンモードの例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参
照して説明されたワイヤレス通信システム１００の部分の例であり得る。その上、第１の
基地局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１を参照して説明された基地局１０５
のうちの１つまたは複数の態様の例であってよく、第１のＵＥ２１５、第２のＵＥ２１５
－ａ、第３のＵＥ２１５－ｂ、および第４のＵＥ２１５－ｃは、図１を参照して説明され
たＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例であってよい。
【００５６】
　[0073]　ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、第
１の基地局２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤ
ＭＡ波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１の双方向リン
ク２２５を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第１の双
方向リンク２２５を使用して第１のＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することが
できる。第１の双方向リンク２２５は、免許無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ
４に関連付けられ得る。免許不要無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクチャネ
ル２２０および免許無線周波数スペクトル帯域における第１の双方向リンク２２５は、同
時に動作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、第１の基地局２０５のためにダウンリ
ンク容量オフロードを提供し得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネル２２０は、
（たとえば、１つのＵＥに宛てられる）ユニキャストサービスのために、または（たとえ
ば、いくつかのＵＥに宛てられる）マルチキャストサービスのために使用され得る。この
状況は、免許無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィックおよび／またはシグナリ
ングの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、モバイ
ルネットワーク事業者（ＭＮＯ：mobile network operator））に対して生じ得る。
【００５７】
　[0074]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一
例では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５
－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第２の双方向リンク２３０を使用して第２
のＵＥ２１５－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブ
ロックがインターリーブされたＦＤＭＡ波形を受信することができる。第２の双方向リン
ク２３０は、免許不要無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る
。第１の基地局２０５はまた、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－
ａにＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第３の双方向リンク２３５を使用して第２の
ＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することができる。第３の双方向リンク２
３５は、免許無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第２の
双方向リンク２３０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンクおよびアップリンクの
容量オフロードを提供し得る。上で説明された補助ダウンリンクのように、この状況は、
免許無線周波数スペクトルを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリングの混雑の
一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）に対して生
じ得る。
【００５８】
　[0075]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別
の例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１
５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第４の双方向リンク２４０を使用して第
３のＵＥ２１５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソース
ブロックがインターリーブされた波形を受信することができる。第４の双方向リンク２４
０は、免許不要無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１
の基地局２０５はまた、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂにＯ
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ＦＤＭＡ波形を送信することができ、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２
１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することができる。第５の双方向リンク２４５は
、免許無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第４の双方向
リンク２４０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンクおよびアップリンクの容量オ
フロードを提供し得る。この例および上で与えられた例は説明の目的で提示され、容量オ
フロードのために、免許無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと免許不
要無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとを組み合わせる他の同様の動
作モードまたは展開状況があり得る。
【００５９】
　[0076]　上で説明されたように、免許不要無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａを使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る１つの
タイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ免許無線周波数スペクトル帯域への
アクセス権を有する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダについて、動作の
例は、免許無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ主要コンポーネントキャリ
ア（ＰＣＣ）と免許不要無線周波数スペクトル帯域上の少なくとも１つの二次的コンポー
ネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補助ダウン
リンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００６０】
　[0077]　キャリアアグリゲーションモードでは、たとえば、免許無線周波数スペクトル
帯域において（たとえば、第１の双方向リンク２２５、第３の双方向リンク２３５、およ
び第５の双方向リンク２４５を介して）データおよび制御が通信され得るが、たとえば、
免許不要無線周波数スペクトル帯域において（たとえば、第２の双方向リンク２３０およ
び第４の双方向リンク２４０を介して）データが通信され得る。免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリ
ッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、または
コンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲ
ーションに属し得る。
【００６１】
　[0078]　ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの一例では、第
２の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃにＯＦＤ
ＭＡ波形を送信することができ、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃか
らＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックがインターリ
ーブされたＦＤＭＡ波形を受信することができる。双方向リンク２５０は、免許不要無線
周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。スタンドアロンモードは
、スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト）のような、非従来
型のワイヤレスアクセスの状況において使用され得る。この動作モードのためのサービス
プロバイダのタイプの例は、免許無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを有しないスタ
ジアム所有者、ケーブル会社、イベント主催者、ホテル、企業、または大企業であり得る
。
【００６２】
　[0079]　いくつかの例では、図１および／もしくは図２を参照して説明された基地局１
０５、２０５、および／もしくは２０５－ａのうちの１つ、または図１および／もしくは
図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂおよび／もしく
は２１５－ｃのうちの１つのような送信装置は、免許不要無線周波数スペクトル帯域のチ
ャネルに（たとえば、免許不要無線周波数スペクトル帯域の物理チャネルに）アクセスす
るためにゲーティング間隔（gating interval）を使用し得る。ゲーティング間隔は、欧
州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）（ＥＮ３０１　８９３）において指定されているＬＢ
Ｔプロトコルに基づくＬＢＴプロトコルのような、コンテンションベース（contention-b
ased）のプロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティン
グ間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、送信装置がＣＣＡのようなコンテンション



(18) JP 6648130 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

手順を実行する必要があるときを示し得る。ＣＣＡの結果は、免許不要無線周波数スペク
トル帯域のチャネルが（ＬＢＴ無線フレームまたはＣＣＡフレームとも呼ばれる）ゲーテ
ィング間隔のために利用可能であるかまたは使用中であるかを送信デバイスに示し得る。
対応するＬＢＴ無線フレームのためにチャネルが利用可能である（たとえば、使用のため
に「空いている（clear）」）ことをＣＣＡが示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレー
ムの一部またはすべての間に免許不要無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予約および
／または使用し得る。チャネルが利用可能ではないこと（たとえば、チャネルが別の装置
によって使用中であるまたは予約されていること）をＣＣＡが示すとき、送信装置は、Ｌ
ＢＴ無線フレーム中にチャネルを使用するのを妨げられ得る。
【００６３】
　[0080]　いくつかの場合、送信装置が周期的にゲーティング間隔を生成し、ゲーティン
グ間隔の少なくとも１つの境界を周期的間隔の少なくとも１つの境界と同期させることが
有用であり得る。たとえば、免許不要無線周波数スペクトル帯域におけるセルラーダウン
リンクのための周期的ゲーティング間隔（periodic gating interval）を生成し、周期的
ゲーティング間隔の少なくとも１つの境界を、セルラーダウンリンクに関連付けられる周
期的間隔（たとえば、周期的ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線間隔）の少なくとも１つの境界と同
期させることが有用であり得る。そのような同期の例が図３に示される。
【００６４】
　[0081]　図３は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域にお
けるセルラーダウンリンクのためのゲーティング間隔（またはＬＢＴ無線フレーム）の例
３００を示す。第１のゲーティング間隔３０５、第２のゲーティング間隔３１５、および
／または第３のゲーティング間隔３２５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じた
送信をサポートするｅＮＢまたはＵＥによって周期的ゲーティング間隔として使用され得
る。そのようなｅＮＢの例は、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０
５、２０５、および／または２０５－ａを含んでよく、そのようなＵＥの例は、図１およ
び／または図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、お
よび／または２１５－ｃを含んでよい。いくつかの例では、第１のゲーティング間隔３０
５、第２のゲーティング間隔３１５、および／または第３のゲーティング間隔３２５は、
図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００および／ま
たは２００とともに使用され得る。
【００６５】
　[0082]　例として、第１のゲーティング間隔３０５の持続時間（duration）は、セルラ
ーダウンリンクに関連付けられる周期的間隔のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０の
持続時間に等しい（またはそれにほぼ等しい）ことが示されている。いくつかの例では、
「ほぼ等しい」は、第１のゲーティング間隔３０５の持続時間が、周期的間隔の持続時間
のサイクリックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）持続時間内にあることを意味す
る。
【００６６】
　[0083]　第１のゲーティング間隔３０５の少なくとも１つの境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無線フレームＮ－１～Ｎ＋１を含む周期的間隔の少なくとも１つの境界と同期され得る
。いくつかの場合、第１のゲーティング間隔３０５は、周期的間隔のフレーム境界と揃え
られた境界を有し得る。他の場合には、第１のゲーティング間隔３０５は、周期的間隔の
フレーム境界と同期されるが、それからオフセットされた境界を有し得る。たとえば、第
１のゲーティング間隔３０５の境界は、周期的間隔のサブフレーム境界と、または周期的
間隔のサブフレーム中間点境界（たとえば、特定のサブフレームの中間点）と揃えられ得
る。
【００６７】
　[0084]　いくつかの場合、周期的間隔は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレームＮ－１～Ｎ
＋１を含み得る。各ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム３１０は、たとえば、１０ミリ秒の
持続時間を有してよく、第１のゲーティング間隔３０５も１０ミリ秒の持続時間を有して
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よい。これらの場合、第１のゲーティング間隔３０５の境界は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線
フレームのうちの１つ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線フレーム（Ｎ））の境界（た
とえば、フレーム境界、サブフレーム境界、またはサブフレーム中間点境界）と同期され
得る。
【００６８】
　[0085]　例として、第２のゲーティング間隔３１５および第３のゲーティング間隔３２
５の持続時間は、セルラーダウンリンクに関連付けられる周期的間隔の持続時間の約数（
または、その近似的な約数）であることが示されている。いくつかの例では、「の近似的
な約数」は、第２のゲーティング間隔３１５および／または第３のゲーティング間隔３２
５の持続時間が、周期的間隔の約数（たとえば、１／２または１／５）の持続時間のサイ
クリックプレフィックス（ＣＰ）持続時間内にあることを意味する。たとえば、第２のゲ
ーティング間隔３１５は５ミリ秒の持続時間を有することがあり、第３のゲーティング間
隔３２５は２ミリ秒の持続時間を有することがある。第２のゲーティング間隔３１５また
は第３のゲーティング間隔３２５は、そのより短い持続時間が共有無線周波数スペクトル
帯域のより頻繁な共有を容易にし得るので、第１のゲーティング間隔３０５よりも有利で
あり得る。
【００６９】
　[0086]　図４は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じたワイヤレス通信４１０の例４００を示す。いくつかの例では、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に
利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。
【００７０】
　[0087]　図４に示されるように、図３を参照して説明された第１のゲーティング間隔３
０５のようなゲーティング間隔に対応し得るＬＢＴ無線フレーム４１５は、１０ミリ秒の
持続時間を有してよく、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム４２０と、いくつか
のアップリンク（Ｕ）サブフレーム４２５と、２つのタイプの特別なサブフレーム、Ｓサ
ブフレーム４３０およびＳ’サブフレーム４３５とを含んでよい。Ｓサブフレーム４３０
は、ダウンリンクサブフレーム４２０とアップリンクサブフレーム４２５との間の遷移を
提供することができ、一方、Ｓ’サブフレーム５３５は、アップリンクサブフレーム４２
５とダウンリンクサブフレーム４２０との間の遷移を提供することができる。Ｓ’サブフ
レーム４３５中に、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５
、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数の基地局
によって、ワイヤレス通信４１０が生じるチャネル（たとえば、コンポーネントキャリア
）をある時間期間の間予約するために、ＣＣＡ４４０が実行され得る。いくつかの例では
、ＣＣＡは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対する成功裡のコンテンション（succ
essful contention）が単一のＣＣＡに依存する、ＬＢＴフレームベースの機器（ＬＢＴ
－ＦＢＥ）プロトコルと一致して動作する基地局のために実行されるＣＣＡであり得る。
【００７１】
　[0088]　基地局による成功したＣＣＡ４４０に続いて、基地局は、基地局がチャネルを
予約したという指示を他の基地局および／または装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、
Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、免許不要無線周波数スペクトル帯
域を通じてチャネル使用インジケータ（たとえば、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ
））４４５を送信し得る。チャネル使用インジケータ４４５は、基地局による送信のため
だけではなく、そのＵＥによるアップリンク送信のためにも、チャネルを予約し得る。チ
ャネル使用インジケータ４４５はまた、基地局がワイヤレスデバイスにデータを送信する
前に、ワイヤレスデバイスによる自動利得制御（ＡＧＣ：automatic gain control）およ
び追跡ループ更新（tracking loop update）のための信号を提供することができる。いく
つかの例では、チャネル使用インジケータ４４５は、複数のインターリーブされたリソー
スブロックを使用して送信され得る。この方式でチャネル使用インジケータ４４５を送信
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することで、チャネル使用インジケータ４４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域中
の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数の規制上の要
件（たとえば、チャネル使用インジケータ４４５が利用可能な周波数帯域幅の少なくとも
８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり得る。チャネル使用インジケー
タ４４５は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信号（ＣＲＳ）および
／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information refere
nce signal）の形態と同様の形態をとり得る。ＣＣＡ４４０が失敗したとき、チャネル使
用インジケータ４４５および後続のダウンリンク送信は送信されない。
【００７２】
　[0089]　ＣＣＡ４４０が成功したとき、いくつかの同期信号および／または基準信号が
、成功したＣＣＡを実行した基地局によって送信され得る。同期信号および／または基準
信号は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。
【００７３】
　[0090]　いくつかの例では、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信されるい
くつかの同期信号は、ＰＳＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅｖｏｌｖｅｄ　
ＰＳＳ（ｅＰＳＳ）を含み得る。ＰＳＳは、（たとえば、ＰＳＳ４６０およびＰＳＳ４６
５として）ダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、
ＯＦＤＭシンボル０および１）上で送信され得る。複数の隣接シンボル上でのＰＳＳの送
信は、１ＯＦＤＭシンボル離れたサンプルの相互相関を可能にし、別個のサブフレームに
おけるＰＳＳの送信よりも速い基地局タイミング回復（base station timing recovery）
をもたらす。
【００７４】
　[0091]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレーム
（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム４１５）の第１のサブフレーム（たとえば、サブフレー
ム０（ＳＦ０））であり得る。図４に示されるように、例として、ＬＢＴ無線フレーム４
１５の第１のサブフレームは、０～１３の番号を付された、１４個のＯＦＤＭシンボルを
含み得る。
【００７５】
　[0092]　いくつかの例では、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ４６０およびＰＳＳ４６５）は
、隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）の各々の間にサブキ
ャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免
許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯域幅（comp
onent carrier bandwidth）の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【００７６】
　[0093]　いくつかの例では、基地局は、第１のサブフレーム以外の（たとえば、ＳＦ０
以外の）無線フレームのサブフレーム中にＰＳＳを送信するのを控えることができる。
【００７７】
　[0094]　送信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ４６０およびＰＳＳ４６５）は、免許不
要無線周波数スペクトル帯域を通じてＵＥ（たとえば、図１および／または図２を参照し
て説明されたＵＥ１１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５－ｃのうちの
１つ）において受信され得る。ＵＥは、ＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ自体
を基地局と同期させることができる。いくつかの場合、ＵＥは、ＰＳＳの存在に基づいて
、どのＯＦＤＭシンボルを監視（たとえば、復号）すべきかを決定することができる。す
なわち、ＵＥは、たとえば、受信されバッファリングされた信号内のＰＳＳの存在を認識
することがあり、ＵＥは、受信された信号のシンボルを、それがＰＳＳを含んでいると決
定すると復号することを決定し得る。
【００７８】
　[0095]　いくつかの例では、ＵＥは、隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシン
ボル０および１）中に受信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ４６０およびＰＳＳ４６５）
のサンプルの相互相関を実行することができる。ＵＥは、サンプルの相互相関に基づいて
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基地局のタイミングを回復することができる。いくつかの例では、基地局とのＵＥの同期
は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る。
【００７９】
　[0096]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳが送信されることもある。いくつかの例では、ＣＲ
Ｓはｅｖｏｌｖｅｄ　ＣＲＳ（ｅＣＲＳ）を含み得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、Ｐ
ＳＳが送信される隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）中に
送信され得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレ
ーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメータを示し得る。ＵＥは、受信さ
れたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することができる。
【００８０】
　[0097]　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＤＳＣＨ（ｅＰＤＳＣＨ）、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）、および／またはｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＭＣＨ（ｅＰＭＣＨ）が、図４に示されるＯＦＤ
Ｍシンボル０～１３のいずれかにおいて送信され得る。
【００８１】
　[0098]　図５は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じたワイヤレス通信５１０の例５００を示す。いくつかの例では、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に
利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。
【００８２】
　[0099]　図５に示されるように、図３を参照して説明された第１のゲーティング間隔３
０５のようなゲーティング間隔に対応し得るＬＢＴ無線フレーム５１５は、１０ミリ秒の
持続時間を有してよく、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム５２０と、いくつか
のアップリンク（Ｕ）サブフレーム５２５と、２つのタイプの特別なサブフレーム、Ｓサ
ブフレーム５３０およびＳ’サブフレーム５３５とを含んでよい。Ｓサブフレーム５３０
は、ダウンリンクサブフレーム５２０とアップリンクサブフレーム５２５との間の遷移を
提供することができ、一方、Ｓ’サブフレーム５３５は、アップリンクサブフレーム５２
５とダウンリンクサブフレーム５２０との間の遷移を提供することができる。Ｓ’サブフ
レーム５３５中に、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５
、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数の基地局
によって、ワイヤレス通信５１０が生じるチャネル（たとえば、コンポーネントキャリア
）をある時間期間の間予約するために、ＣＣＡ５４０が実行され得る。いくつかの例では
、ＣＣＡは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対する成功裡のコンテンションが単一
のＣＣＡに依存する、ＬＢＴフレームベースの機器（ＬＢＴ－ＦＢＥ）プロトコルと一致
して動作する基地局のために実行されるＣＣＡであり得る。
【００８３】
　[0100]　基地局による成功したＣＣＡ５４０に続いて、基地局は、基地局がチャネルを
予約したという指示を他の基地局および／または装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、
Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、免許不要無線周波数スペクトル帯
域を通じてチャネル使用インジケータ（たとえば、ＣＵＢＳ）５４５を送信し得る。チャ
ネル使用インジケータ５４５は、基地局による送信のためだけではなく、そのＵＥによる
アップリンク送信のためにも、チャネルを予約し得る。チャネル使用インジケータ５４５
はまた、基地局がワイヤレスデバイスにデータを送信する前に、ワイヤレスデバイスによ
る自動利得制御（ＡＧＣ）および追跡ループ更新のための信号を提供することができる。
いくつかの例では、チャネル使用インジケータ５４５は、複数のインターリーブされたリ
ソースブロックを使用して送信され得る。この方式でチャネル使用インジケータ５４５を
送信することで、チャネル使用インジケータ５４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯
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域中の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数の規制上
の要件（たとえば、チャネル使用インジケータ５４５が利用可能な周波数帯域幅の少なく
とも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり得る。チャネル使用インジ
ケータ５４５は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信号（ＣＲＳ）お
よび／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態をとり得る
。ＣＣＡ５４０が失敗したとき、チャネル使用インジケータ５４５および後続ダウンリン
ク送信は送信されない。
【００８４】
　[0101]　ＣＣＡ５４０が成功したとき、いくつかの同期信号および／または基準信号が
、成功したＣＣＡを実行した基地局によって送信され得る。同期信号および／または基準
信号は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。
【００８５】
　[0102]　いくつかの例では、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信されるい
くつかの同期信号は、ＰＳＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得
る。ＰＳＳは、（たとえば、ＰＳＳ５６０およびＰＳＳ５６５として）ダウンリンク送信
の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１
）上で送信され得る。複数の隣接シンボル上でのＰＳＳの送信は、１ＯＦＤＭシンボル離
れたサンプルの相互相関を可能にし、別個のサブフレームにおけるＰＳＳの送信よりも速
い基地局タイミング回復をもたらす。
【００８６】
　[0103]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレーム
（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム５１５）の第１のサブフレーム（たとえば、サブフレー
ム０（ＳＦ０））であり得る。図５に示されるように、例として、ＬＢＴ無線フレーム５
１５の第１のサブフレームは、０～１３の番号を付された、１４個のＯＦＤＭシンボルを
含み得る。
【００８７】
　[0104]　いくつかの例では、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ５６０およびＰＳＳ５６５）は
、隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）の各々の間にサブキ
ャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免
許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯域幅の中央
に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【００８８】
　[0105]　いくつかの例では、基地局は、第１のサブフレーム以外の（たとえば、ＳＦ０
以外の）無線フレームのサブフレーム中にＰＳＳを送信するのを控えることができる。
【００８９】
　[0106]　送信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ５６０およびＰＳＳ５６５）は、免許不
要無線周波数スペクトル帯域を通じてＵＥ（たとえば、図１および／または図２を参照し
て説明されたＵＥ１１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５－ｃのうちの
１つ）において受信され得る。ＵＥは、ＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ自体
を基地局と同期させることができる。
【００９０】
　[0107]　いくつかの例では、ＵＥは、隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシン
ボル０および１）中に受信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ５６０およびＰＳＳ５６５）
のサンプルの相互相関を実行することができる。ＵＥは、サンプルの相互相関に基づいて
基地局のタイミングを回復することができる。いくつかの例では、基地局とのＵＥの同期
は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る。
【００９１】
　[0108]　いくつかの例では、基地局はまた、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ５６０および／
またはＰＳＳ５６５）が送信される隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル
０および１）のうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
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て（たとえば、ＳＳＳ５７０および／または５７５として）ＳＳＳを送信することができ
る。いくつかの例では、ＳＳＳはｅｖｏｌｖｅｄ　ＳＳＳ（ｅＳＳＳ）を含み得る。いく
つかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じて送信されることがあり、
ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて送信されることがある。サブキャリアの
第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接し得る（たとえば、サブキャリアの
第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは
、同じアンテナポートを通じて送信され得る。いくつかの例では、ＳＳＳは、ＵＥによる
ＰＳＳの検出後にＵＥによって処理され得る。いくつかの例では、ＵＥは、受信されたＰ
ＳＳおよび受信されたＳＳＳに少なくとも部分的に基づいて基地局パラメータを決定する
ことができる。基地局パラメータは、基地局のＰＣＩを含むことができる。
【００９２】
　[0109]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳが送信されることもある。いくつかの例では、ＣＲ
ＳはｅＣＲＳを含み得る。いくつかの例では、ＣＲＳはｅＣＲＳを含み得る。いくつかの
例では、ＣＲＳは、ＰＳＳが送信される隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシン
ボル０および１）中に送信され得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じア
ンテナポートを通じて送信され得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基
地局の現在のサブフレーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメータを示し
得る。ＵＥは、受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することができる。
【００９３】
　[0110]　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＤＳＣＨ（ｅＰＤＳＣＨ）、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）、および／またはｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＭＣＨ（ｅＰＭＣＨ）が、図５に示されるＯＦＤ
Ｍシンボル０～１３のいずれかにおいて送信され得る。
【００９４】
　[0111]　図６は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じたワイヤレス通信６１０の例６００を示す。いくつかの例では、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に
利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。
【００９５】
　[0112]　図６に示されるように、図３を参照して説明された第１のゲーティング間隔３
０５のようなゲーティング間隔に対応し得るＬＢＴ無線フレーム６１５は、１０ミリ秒の
持続時間を有してよく、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０と、いくつか
のアップリンク（Ｕ）サブフレーム６２５と、２つのタイプの特別なサブフレーム、Ｓサ
ブフレーム６３０およびＳ’サブフレーム６３５とを含んでよい。Ｓサブフレーム６３０
は、ダウンリンクサブフレーム６２０とアップリンクサブフレーム６２５との間の遷移を
提供することができ、一方、Ｓ’サブフレーム５３５は、アップリンクサブフレーム６２
５とダウンリンクサブフレーム６２０との間の遷移を提供することができる。Ｓ’サブフ
レーム６３５中に、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５
、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数の基地局
によって、ワイヤレス通信６１０が生じるチャネル（たとえば、コンポーネントキャリア
）をある時間期間の間予約するために、ＣＣＡ６４０が実行され得る。いくつかの例では
、ＣＣＡは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対する成功裡のコンテンションが複数
のＮ回のＣＣＡの実行に依存する、ＬＢＴ負荷ベースの機器（ＬＢＴ－ＬＢＥ）プロトコ
ルと一致して動作する基地局のために実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部であり得
る。
【００９６】
　[0113]　基地局による成功したＣＣＡ６４０に続いて、基地局は、基地局がチャネルを
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予約したという指示を他の基地局および／または装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、
Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、免許不要無線周波数スペクトル帯
域を通じてチャネル使用インジケータ（たとえば、ＣＵＢＳ）６４５を送信し得る。チャ
ネル使用インジケータ６４５は、基地局による送信のためだけではなく、そのＵＥによる
アップリンク送信のためにも、チャネルを予約し得る。チャネル使用インジケータ６４５
はまた、基地局がワイヤレスデバイスにデータを送信する前に、ワイヤレスデバイスによ
る自動利得制御（ＡＧＣ）および追跡ループ更新のための信号を提供することができる。
いくつかの例では、チャネル使用インジケータ６４５は、複数のインターリーブされたリ
ソースブロックを使用して送信され得る。この方式でチャネル使用インジケータ６４５を
送信することで、チャネル使用インジケータ６４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯
域中の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数の規制上
の要件（たとえば、チャネル使用インジケータ６４５が利用可能な周波数帯域幅の少なく
とも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり得る。チャネル使用インジ
ケータ６４５は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信号（ＣＲＳ）お
よび／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態をとり得る
。ＣＣＡ６４０が失敗したとき、チャネル使用インジケータ６４５および後続のダウンリ
ンク送信は送信されない。
【００９７】
　[0114]　例として、図６は、サブフレームＳＦ２中に成功するＥＣＣＡ６４０を示す。
ＣＣＡ６４０が成功したとき、いくつかの同期信号および／または基準信号が、成功した
ＣＣＡを実行した基地局によって送信され得る。同期信号および／または基準信号は、免
許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。
【００９８】
　[0115]　いくつかの例では、基地局は、ＰＳＳを送信すべき少なくとも１つのＯＦＤＭ
シンボルを決定することができる。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。決
定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータの送信時間に
続く１つまたは複数のＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、決定された少な
くとも１つのＯＦＤＭシンボルは、ダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤ
Ｍシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）を含み得る。複数の隣接シンボル
上でのＰＳＳの送信は、１ＯＦＤＭシンボル離れたサンプルの相互相関を可能にし、別個
のサブフレームにおけるＰＳＳの送信よりも速い基地局タイミング回復をもたらす。
【００９９】
　[0116]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレーム
（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム６１５）の第１のサブフレーム以外のサブフレーム（た
とえば、ＳＦ３）であり得る。図６に示されるように、例として、ＰＳＳが送信されるサ
ブフレームは、０～１３の番号を付された、１４個のＯＦＤＭシンボルを含み得る。
【０１００】
　[0117]　基地局は、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信することができる。
【０１０１】
　[0118]　いくつかの例では、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ６６０およびＰＳＳ６６５）は
、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）の各々の
間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【０１０２】
　[0119]　送信されたチャネル使用インジケータ６４５およびＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ
６６０およびＰＳＳ６６５）は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＵＥ（たと
えば、図１および／または図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５－ａ、２１５－
ｂ、および／または２１５－ｃのうちの１つ）において受信され得る。いくつかの例では
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、ＵＥは、チャネル使用インジケータ６４５を受信し、受信されたチャネル使用インジケ
ータ６４５に関連付けられる時間（たとえば、送信時間または受信時間）に基づいて、監
視すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することができる。いくつかの例では
、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータ６４５の
受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、
ＯＦＤＭシンボル０および１）を含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１
のサブフレームは、無線フレーム（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム６１５）の第１のサブ
フレーム以外のサブフレーム（たとえば、ＳＦ３）を含み得る。
【０１０３】
　[0120]　ＵＥは、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信
することができる。ＰＳＳは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に受信
され得る。ＵＥは、ＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ自体を基地局と同期させ
ることができる。
【０１０４】
　[0121]　いくつかの例では、ＵＥは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル（
たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）中に受信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ６６
０およびＰＳＳ６６５）のサンプルの相互相関を実行することができる。ＵＥは、サンプ
ルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回復することができる。いくつかの例では
、基地局とのＵＥの同期は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る。
【０１０５】
　[0122]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳが送信されることもある。いくつかの例では、ＣＲ
Ｓは、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中に（たとえば、ＰＳＳが送信される決定
された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）中
に）送信され得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブ
フレーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメータを示し得る。ＵＥは、受
信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することができる。
【０１０６】
　[0123]　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＤＳＣＨ（ｅＰＤＳＣＨ）、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）、および／またはｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＭＣＨ（ｅＰＭＣＨ）が、図６に示されるＯＦＤ
Ｍシンボル０～１３のいずれかにおいて送信され得る。
【０１０７】
　[0124]　図７は、本開示の様々な態様による、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じたワイヤレス通信７１０の例７００を示す。いくつかの例では、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に
利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。
【０１０８】
　[0125]　図７に示されるように、図３を参照して説明された第１のゲーティング間隔３
０５のようなゲーティング間隔に対応し得るＬＢＴ無線フレーム７１５は、１０ミリ秒の
持続時間を有してよく、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム７２０と、いくつか
のアップリンク（Ｕ）サブフレーム７２５と、２つのタイプの特別なサブフレーム、Ｓサ
ブフレーム７３０およびＳ’サブフレーム７３５とを含んでよい。Ｓサブフレーム７３０
は、ダウンリンクサブフレーム７２０とアップリンクサブフレーム７２５との間の遷移を
提供することができ、一方、Ｓ’サブフレーム５３５は、アップリンクサブフレーム７２
５とダウンリンクサブフレーム７２０との間の遷移を提供することができる。Ｓ’サブフ
レーム７３５中に、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５
、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数の基地局
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によって、ワイヤレス通信７１０が生じるチャネル（たとえば、コンポーネントキャリア
）をある時間期間の間予約するために、ＣＣＡ７４０が実行され得る。いくつかの例では
、ＣＣＡは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対する成功裡のコンテンションが複数
のＮ回のＣＣＡの実行に依存する、ＬＢＴ負荷ベースの機器（ＬＢＴ－ＬＢＥ）プロトコ
ルと一致して動作する基地局のために実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部であり得
る。
【０１０９】
　[0126]　基地局による成功したＣＣＡ７４０に続いて、基地局は、基地局がチャネルを
予約したという指示を他の基地局および／または装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、
Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、免許不要無線周波数スペクトル帯
域を通じてチャネル使用インジケータ（たとえば、ＣＵＢＳ）７４５を送信し得る。チャ
ネル使用インジケータ７４５は、基地局による送信のためだけではなく、そのＵＥによる
アップリンク送信のためにも、チャネルを予約し得る。チャネル使用インジケータ７４５
はまた、基地局がワイヤレスデバイスにデータを送信する前に、ワイヤレスデバイスによ
る自動利得制御（ＡＧＣ）および追跡ループ更新のための信号を提供することができる。
いくつかの例では、チャネル使用インジケータ７４５は、複数のインターリーブされたリ
ソースブロックを使用して送信され得る。この方式でチャネル使用インジケータ７４５を
送信することで、チャネル使用インジケータ７４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯
域中の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数の規制上
の要件（たとえば、チャネル使用インジケータ７４５が利用可能な周波数帯域幅の少なく
とも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり得る。チャネル使用インジ
ケータ７４５は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信号（ＣＲＳ）お
よび／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態をとり得る
。ＣＣＡ７４０が失敗したとき、チャネル使用インジケータ７４５および後続のダウンリ
ンク送信は送信されない。
【０１１０】
　[0127]　ＣＣＡ７４０が成功したとき、いくつかの同期信号および／または基準信号が
、成功したＣＣＡを実行した基地局によって送信され得る。同期信号および／または基準
信号は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。
【０１１１】
　[0128]　いくつかの例では、基地局は、ＰＳＳを送信すべき少なくとも１つのＯＦＤＭ
シンボルを決定することができる。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。決
定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータの送信時間に
続く１つまたは複数のＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、決定された少な
くとも１つのＯＦＤＭシンボルは、ダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤ
Ｍシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）を含み得る。複数の隣接シンボル
上でのＰＳＳの送信は、１ＯＦＤＭシンボル離れたサンプルの相互相関を可能にし、別個
のサブフレームにおけるＰＳＳの送信よりも速い基地局タイミング回復をもたらす。
【０１１２】
　[0129]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレーム
（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム７１５）の第１のサブフレーム以外のサブフレーム（た
とえば、ＳＦ３）であり得る。図７に示されるように、例として、ＰＳＳが送信されるサ
ブフレームは、０～１３の番号を付された、１４個のＯＦＤＭシンボルを含み得る。
【０１１３】
　[0130]　基地局は、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信することができる。
【０１１４】
　[0131]　いくつかの例では、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ７６０およびＰＳＳ７６５）は
、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）の各々の
間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
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ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【０１１５】
　[0132]　送信されたチャネル使用インジケータ７４５およびＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ
７６０およびＰＳＳ７６５）は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＵＥ（たと
えば、図１および／または図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５－ａ、２１５－
ｂ、および／または２１５－ｃのうちの１つ）において受信され得る。いくつかの例では
、ＵＥは、チャネル使用インジケータ７４５を受信し、受信されたチャネル使用インジケ
ータ７４５に関連付けられる時間（たとえば、送信時間または受信時間）に基づいて、監
視すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することができる。いくつかの例では
、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータ７４５の
受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、
ＯＦＤＭシンボル０および１）を含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１
のサブフレームは、無線フレーム（たとえば、ＬＢＴ無線フレーム７１５）の第１のサブ
フレーム以外のサブフレーム（たとえば、ＳＦ３）を含み得る。
【０１１６】
　[0133]　ＵＥは、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信
することができる。ＰＳＳは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に受信
され得る。ＵＥは、ＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥ自体を基地局と同期させ
ることができる。
【０１１７】
　[0134]　いくつかの例では、ＵＥは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル（
たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）中に受信されたＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ７６
０およびＰＳＳ７６５）のサンプルの相互相関を実行することができる。ＵＥは、サンプ
ルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回復することができる。いくつかの例では
、基地局とのＵＥの同期は、基地局の回復されたタイミングに基づき得る。
【０１１８】
　[0135]　いくつかの例では、基地局はまた、ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ６６０および／
またはＰＳＳ６６５）が送信される隣接ＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル
０および１）のうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
て（たとえば、ＳＳＳ６７０および／または６７５として）ＳＳＳを送信することができ
る。いくつかの例では、ＳＳＳはｅＳＳＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、サ
ブキャリアの第１のセットを通じて送信されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第
２のセットを通じて送信されることがある。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリ
アの第１のセットに隣接し得る（たとえば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多
重化され得る）。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じ
て送信され得る。いくつかの例では、ＳＳＳは、ＵＥによるＰＳＳの検出後にＵＥによっ
て処理され得る。いくつかの例では、ＵＥは、受信されたＰＳＳおよび受信されたＳＳＳ
に少なくとも部分的に基づいて基地局パラメータを決定することができる。基地局パラメ
ータは、基地局のＰＣＩを含むことができる。
【０１１９】
　[0136]　いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム中に免許不要無線
周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳが送信されることもある。いくつかの例では、ＣＲ
ＳはｅＣＲＳを含み得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、ダウンリンク送信の第１のサブ
フレーム中に（たとえば、ＰＳＳが送信される決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシン
ボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル０および１）中に）送信され得る。いくつかの例では
、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて送信され得る。いくつかの例では
、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、またはそれらの組合せ
のような基地局パラメータを示し得る。ＵＥは、受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラ
メータを決定することができる。
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【０１２０】
　[0137]　いくつかの例では、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＤＳＣＨ（ｅＰＤＳＣＨ）、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）、および／またはｅｖｏｌｖｅｄ　ＰＭＣＨ（ｅＰＭＣＨ）が、図７に示されるＯＦＤ
Ｍシンボル０～１３のいずれかにおいて送信され得る。
【０１２１】
　[0138]　図８は、本開示の様々な態様による、コンポーネントキャリア帯域幅を占有す
るために免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号および／または基準信号が
どのように送信され得るかの例８００を示す。いくつかの例では、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に
利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含
み得る。
【０１２２】
　[0139]　図８に示されるように、いくつかのＯＦＤＭシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシ
ンボル０、１、２、３、および４）の各々は、複数のリソースブロック（たとえば、リソ
ースブロック８０５、８１０、８１５、８２０、８２５、８３０など）を含み得る。各リ
ソースブロックは、複数のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）を含み得る
。ＰＳＳ（たとえば、ＰＳＳ８３５またはＰＳＳ８４０）が、リソースブロックのうちの
１つまたは複数のサブキャリアのうちの１つまたは複数の上で（たとえば、リソースブロ
ック８１５および８２０のサブキャリアのうちの１つまたは複数の上で）送信され得る。
ＣＲＳが、１つまたは複数の他のリソースブロックのサブキャリアのうちの１つまたは複
数の上で（たとえば、リソースブロック８０５、８１０、８２５、および８３０のサブキ
ャリアのうちの１つまたは複数の上で）送信され得る。送信される場合、ＳＳＳも、リソ
ースブロックのうちの１つまたは複数のサブキャリアのうちの１つまたは複数の上で送信
され得る。したがって、ＰＳＳと任意のＳＳＳとを含む一種の拡張ＣＲＳ（augmented CR
S）が、同じアンテナポートを通じて送信され得る。
【０１２３】
　[0140]　ＰＳＳおよびＳＳＳが送信されることになるＯＦＤＭシンボルを基地局は知っ
ているので、基地局は、ＰＳＳおよびＳＳＳ　ＯＦＤＭシンボルを回転除去（derotate）
／逆スクランブル（descramble）し、コンポーネントキャリア帯域幅にわたって正則空間
ＣＲＳトーン（regular space CRS tone）を取得するためにＰＳＳおよびＳＳＳ　ＯＦＤ
ＭシンボルをＣＲＳ　ＯＦＤＭシンボルと組み合わせることができる。
【０１２４】
　[0141]　いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含むことができ、ＳＳＳはｅＳＳＳを
含むことができ、および／またはＣＲＳはｅＣＲＳを含むことができる。
【０１２５】
　[0142]　図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置９０５のブロック図９００を示す。いくつかの例では、装置９０５は、図１および／
または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０５－ａのう
ちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置９０５はまた、プロセッサであり得る。
装置９０５は、受信機モジュール９１０、ワイヤレス通信管理モジュール９２０、および
／または送信機モジュール９３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信し
ていることがある。
【０１２６】
　[0143]　装置９０５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
を使用して、個々にまたは集合的に実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の
他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る
。他の例では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプ
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の集積回路（たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニット
の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロ
セッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に具体化された命令を用
いて実装され得る。
【０１２７】
　[0144]　いくつかの例では、受信機モジュール９１０は、第１の無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能
な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許され
ているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペクトル帯域）および／または第
２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途
のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る免許
不要無線周波数スペクトル帯域）を通じた送信を受信するように動作可能な少なくとも１
つの無線周波数（ＲＦ）受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いく
つかの例では、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペク
トル帯域は、たとえば、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、および／または図
８を参照して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機
モジュール９１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信シス
テム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通
信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または
制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、第１の無線
周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る
。
【０１２８】
　[0145]　いくつかの例では、送信機モジュール９３０は、第１の無線周波数スペクトル
帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可能な
少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機
モジュール９３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信シス
テム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通
信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または
制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、第１の無線
周波数スペクトル帯域または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１２９】
　[0146]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、他の装置９０５
のワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するように使用されてよい。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、ＣＣＡモジュール９３５、チャネル使
用インジケータ送信管理モジュール９４０、および／またはＰＳＳ送信管理モジュール９
４５を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１３０】
　[0147]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、様々な動作モー
ドで使用され得る。第１の動作モードでは（たとえば、ＦＢＥ－ＬＢＴモードでは）、Ｃ
ＣＡモジュール９３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実行する
ために使用され得、ＰＳＳ送信管理モジュール９４５は、ＣＣＡが成功したときに免許不
要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信するために使用され得る。いくつかの
例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信の第１のサブフレー
ムの隣接ＯＦＤＭシンボル上で送信され得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第
１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであり得る。いくつかの例では
、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外の
サブフレームであり得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
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ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。いくつかの例では、第１
のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであってよく、ＰＳＳ送信管理モ
ジュール９４５は、第１のサブフレーム以外の無線フレームのサブフレーム中にＰＳＳを
送信するのを控え得る。
【０１３１】
　[0148]　第２の動作モードでは（たとえば、ＬＢＥ－ＬＢＴモードでは）、ＣＣＡモジ
ュール９３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実行するために使
用され得る。いくつかの例では、ＣＣＡはＥＣＣＡの一部であり得る。また第２の動作モ
ードでは、チャネル使用インジケータ送信管理モジュール９４０は、ＣＣＡが成功したと
きに、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてチャネル使用インジケータを送信する
ために使用され得る。いくつかの例では、チャネル使用インジケータはＣＵＢＳを含み得
る。またさらに第２の動作モードでは、ＰＳＳ送信管理モジュール９４５は、ＰＳＳを送
信すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定するために使用され得る。いくつかの
例では、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、ダウンリンク送信の第１のサ
ブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の
第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームであり得
る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１
のサブフレームであり得る。ＰＳＳ送信管理モジュール９４５はまた、決定された少なく
とも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを
送信するために第２の動作モードで使用され得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳ
であり得る。いくつかの例では、ＰＳＳ送信されるＰＳＳは、いくつかの隣接ＯＦＤＭシ
ンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サ
ブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネ
ントキャリア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【０１３２】
　[0149]　図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１００５のブロック図１０００を示す。いくつかの例では、装置１００５は、図１
および／もしくは図２を参照して説明された基地局１０５、２０５および／もしくは２０
５－ａのうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図９を参照して説明された装
置９０５の態様の例であり得る。装置１００５はまた、プロセッサであり得る。装置１０
０５は、受信機モジュール１０１０、ワイヤレス通信管理モジュール１０２０、および／
または送信機モジュール１０３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信し
ていることがある。
【０１３３】
　[0150]　装置１００５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部また
はすべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまた
は集合的に実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に具
体化された命令を用いて実装され得る。
【０１３４】
　[0151]　いくつかの例では、受信機モジュール１０１０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可
能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許さ
れているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペクトル帯域）および／または
第２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用



(31) JP 6648130 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る免
許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じた送信を受信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域は、
たとえば、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、および／または図８を参照して
説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。いくつかの場合、受
信機モジュール１０１０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および第２の無線周波数ス
ペクトル帯域のために別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、第
１の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュ
ール（たとえば、第１のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュー
ル１０１２）、および第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、第２のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ受信機モジュール１０１４）の形態をとり得る。第１のＲＦスペクトル帯域のた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１０１２および／または第２のＲＦスペクトル
帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１０１４を含む、受信機モジュール１
０１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００
および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システム
の１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、第１の無線周波数スペ
クトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１３５】
　[0152]　いくつかの例では、送信機モジュール１０３０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。いく
つかの場合、送信機モジュール１０３０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および第２
の無線周波数スペクトル帯域のために別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつ
かの例では、第１の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ送信機モジュール（たとえば、第１のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
送信機モジュール１０３２）、および第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信する
ためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール（たとえば、第２のＲＦスペクトル帯域のた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１０３４）の形態をとり得る。第１のＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１０３２および／または第２の
ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１０３４を含む、送信
機モジュール１０３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、第１の
無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され
得る。
【０１３６】
　[0153]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１０２０は、装置１００５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１０２０は、ＣＣＡモジュール１０３５、チ
ャネル使用インジケータ送信管理モジュール１０４０、ＰＳＳ送信管理モジュール１０４
５、ＳＳＳ送信管理モジュール１０５０、および／またはＣＲＳ送信管理モジュール１０
５５を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１３７】
　[0154]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１０２０は、様々な動作モ
ードで使用され得る。第１の動作モードでは（たとえば、ＦＢＥ－ＬＢＴモードでは）、
ＣＣＡモジュール１０３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実行
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するために使用され得、ＰＳＳ送信管理モジュール１０４５は、ＣＣＡが成功したときに
免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信するために使用され得る。いく
つかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信の第１のサブ
フレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で送信され得る。いくつかの例では、ダウンリンク送
信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであり得る。いくつかの
例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム
以外のサブフレームであり得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、隣接ＯＦＤＭシンボルの
各々の間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリ
アのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャ
リア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。いくつかの例では
、第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであってよく、ＰＳＳ送信
管理モジュール１０４５は、第１のサブフレーム以外の無線フレームのサブフレーム中に
ＰＳＳを送信するのを控え得る。
【０１３８】
　[0155]　第２の動作モードでは（たとえば、ＬＢＥ－ＬＢＴモードでは）、ＣＣＡモジ
ュール１０３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してＣＣＡを実行するために
使用され得る。いくつかの例では、ＣＣＡはＥＣＣＡの一部であり得る。また第２の動作
モードでは、チャネル使用インジケータ送信管理モジュール１０４０は、ＣＣＡが成功し
たときに、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてチャネル使用インジケータを送信
するために使用され得る。いくつかの例では、チャネル使用インジケータはＣＵＢＳを含
み得る。またさらに第２の動作モードでは、ＰＳＳ送信管理モジュール１０４５は、ＰＳ
Ｓを送信すべき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定するために使用され得る。いく
つかの例では、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、ダウンリンク送信の第
１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク
送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームで
あり得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレーム
の第１のサブフレームであり得る。ＰＳＳ送信管理モジュール１０４５はまた、決定され
た少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて
ＰＳＳを送信するために第２の動作モードで使用され得る。いくつかの例では、ＰＳＳ送
信されるＰＳＳは、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセ
ット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波
数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソ
ースブロックのセットに対応し得る。
【０１３９】
　[0156]　ワイヤレス通信管理モジュール１０２０の第１の動作モードでは、ＳＳＳ送信
管理モジュール１０５０は、ＰＳＳ送信管理モジュール１０４５を使用してＰＳＳが送信
される隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペク
トル帯域を通じてＳＳＳを送信するために使用され得る。ワイヤレス通信管理モジュール
１０２０の第２の動作モードでは、ＳＳＳ送信管理モジュール１０５０は、ＰＳＳ送信管
理モジュール１０４５によって決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許
不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＳＳＳを送信するために使用され得る。いずれの
動作モードでも、またいくつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じ
て送信されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて送信されるこ
とがある。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接し得る（
たとえば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつかの例で
は、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて送信され得る。いくつかの例で
は、ＳＳＳはｅＳＳＳを含み得る。
【０１４０】
　[0157]　ＣＲＳ送信管理モジュール１０５５は、ダウンリンク送信の第１のサブフレー
ム中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを送信するために、ワイヤレス
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通信管理モジュール１０２０の第１の動作モードまたはワイヤレス通信管理モジュール１
０２０の第２の動作モードのいずれかで使用され得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよび
ＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて送信され得る。いくつかの例では、ＣＲＳはｅＣ
ＲＳを含み得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフ
レーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメータを示し得る。
【０１４１】
　[0158]　図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１１１５のブロック図１１００を示す。いくつかの例では、装置１１１５は、図１
および／または図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ
、および／または２１５－ｃのうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１１１
５はまた、プロセッサであり得る。装置１１１５は、受信機モジュール１１１０、ワイヤ
レス通信管理モジュール１１２０、および／または送信機モジュール１１３０を含み得る
。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１４２】
　[0159]　装置１１１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部また
はすべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまた
は集合的に実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に具
体化された命令を用いて実装され得る。
【０１４３】
　[0160]　いくつかの例では、受信機モジュール１１１０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可
能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許さ
れているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペクトル帯域）および／または
第２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用
途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る免
許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じた送信を受信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域は、
たとえば、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、および／または図８を参照して
説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機モジュール１
１１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００
および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システム
の１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、第１の周波数スペクト
ル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１４４】
　[0161]　いくつかの例では、送信機モジュール１１３０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信
機モジュール１１３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、第１の
無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され
得る。
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【０１４５】
　[0162]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１１２０は、装置１１１５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１１２０は、チャネル使用インジケータ受信
管理モジュール１１３５、信号監視管理モジュール（signal monitoring management mod
ule）１１４０、ＰＳＳ受信管理モジュール１１４５、および／または同期モジュール（s
ynchronization module）１１５０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信
していることがある。
【０１４６】
　[0163]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１１２０は、様々な動作モ
ードで使用され得る。第１の動作モードでは（たとえば、ＦＢＥ－ＬＢＴモードでは）、
ＰＳＳ受信管理モジュール１１４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地
局からＰＳＳを受信するために使用され得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含
み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で
受信され得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレ
ームの第１のサブフレームであり得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサ
ブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームであり得る。いく
つかの例では、ＰＳＳは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット
上で受信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数ス
ペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソース
ブロックのセットに対応し得る。また第１の動作モードでは、同期モジュール１１５０は
、受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させるために使
用され得る。
【０１４７】
　[0164]　第２の動作モードでは（たとえば、ＬＢＥ－ＬＢＴモードでは）、チャネル使
用インジケータ受信管理モジュール１１３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じてチャネル使用インジケータを受信するために使用され得る。いくつかの例では、チャ
ネル使用インジケータはＣＵＢＳを含み得る。またさらに第２の動作モードでは、信号監
視管理モジュール１１４０は、受信されたチャネル使用インジケータに関連付けられる時
間（たとえば、送信時間または受信時間）に基づいて、監視すべき少なくとも１つのＯＦ
ＤＭシンボルを決定するために使用され得る。いくつかの例では、決定された少なくとも
１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータの受信に続くダウンリンク送信の
第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリン
ク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレーム
であり得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレー
ムの第１のサブフレームであり得る。また第２の動作モードでは、ＰＳＳ受信管理モジュ
ール１１４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信す
るために使用され得る。ＰＳＳは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に
受信され得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上で受信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。同期モジュール１１５０
は、受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させるために
第２の動作モードで使用され得る。
【０１４８】
　[0165]　いくつかの例では、ＰＳＳ受信管理モジュール１１４５は、少なくとも２つの
ＯＦＤＭシンボルの容量を有するランニングバッファ（running buffer）を含むこと、ま
たは管理することができる。
【０１４９】
　[0166]　図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
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の装置１２１５のブロック図１２００を示す。いくつかの例では、装置１２１５は、図１
および／もしくは図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－
ｂおよび／もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図１
１を参照して説明された装置１１１５の態様の例であり得る。装置１２１５はまた、プロ
セッサであり得る。装置１２１５は、受信機モジュール１２１０、ワイヤレス通信管理モ
ジュール１２２０、および／または送信機モジュール１２３０を含み得る。これらの構成
要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１５０】
　[0167]　装置１２１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部また
はすべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまた
は集合的に実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に具
体化された命令を用いて実装され得る。
【０１５１】
　[0168]　いくつかの例では、受信機モジュール１２１０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可
能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許さ
れているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペクトル帯域）および／または
第２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用
途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る免
許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じた送信を受信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では
、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域は、
たとえば、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、および／または図８を参照して
説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。いくつかの場合、受
信機モジュール１２１０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および第２の無線周波数ス
ペクトル帯域のために別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、第
１の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュ
ール（たとえば、第１のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュー
ル１２１２）、および第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール（たとえば、第２のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ受信機モジュール１２１４）の形態をとり得る。第１のＲＦスペクトル帯域のた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１２１２および／または第２のＲＦスペクトル
帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１２１４を含む、受信機モジュール１
２１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００
および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システム
の１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、第１の無線周波数スペ
クトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１５２】
　[0169]　いくつかの例では、送信機モジュール１２３０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。いく
つかの場合、送信機モジュール１２３０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および第２
の無線周波数スペクトル帯域のために別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつ
かの例では、第１の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－
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Ａ送信機モジュール（たとえば、第１のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
送信機モジュール１２３２）、および第２の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信する
ためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール（たとえば、第２のＲＦスペクトル帯域のた
めのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１２３４）の形態をとり得る。第１のＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１２３２および／または第２の
ＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１２３４を含む、送信
機モジュール１２３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、第１の
無線周波数スペクトル帯域および／または第２の免許不要無線周波数スペクトル帯域上で
確立され得る。
【０１５３】
　[0170]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１２２０は、装置１２１５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつ
かの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１２２０は、チャネル使用インジケータ受信
管理モジュール１２３５、信号監視管理モジュール１２４０、ＰＳＳ受信管理モジュール
１２４５、同期モジュール１２５０、ＳＳＳ受信管理モジュール１２６５、ＣＲＳ受信管
理モジュール１２７０、および／または基地局パラメータ決定モジュール１２７５を含み
得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１５４】
　[0171]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール１２２０は、様々な動作モ
ードで使用され得る。第１の動作モードでは（たとえば、ＦＢＥ－ＬＢＴモードでは）、
ＰＳＳ受信管理モジュール１２４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地
局からＰＳＳを受信するために使用され得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含
み得る。いくつかの例では、ＵＥは、ＰＳＳの存在に基づいて、どのＯＦＤＭシンボルを
監視（たとえば、復号）すべきかを決定することができる。ＰＳＳは、ダウンリンク送信
の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で受信され得る。いくつかの例では、ダ
ウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであり得る
。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１の
サブフレーム以外のサブフレームであり得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、隣接ＯＦＤ
Ｍシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で受信され得る。いくつかの例では
、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポ
ーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。また
第１の動作モードでは、同期モジュール１２５０は、受信されたＰＳＳに少なくとも部分
的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させるために使用され得る。
【０１５５】
　[0172]　第２の動作モードでは（たとえば、ＬＢＥ－ＬＢＴモードでは）、チャネル使
用インジケータ受信管理モジュール１２３５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じてチャネル使用インジケータを受信するために使用され得る。いくつかの例では、チャ
ネル使用インジケータはＣＵＢＳを含み得る。またさらに第２の動作モードでは、信号監
視管理モジュール１２４０は、受信されたチャネル使用インジケータに関連付けられる時
間（たとえば、送信時間または受信時間）に基づいて、監視すべき少なくとも１つのＯＦ
ＤＭシンボルを決定するために使用され得る。いくつかの例では、決定された少なくとも
１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータの受信に続くダウンリンク送信の
第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリン
ク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレーム
であり得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレー
ムの第１のサブフレームであり得る。また第２の動作モードでは、ＰＳＳ受信管理モジュ
ール１２４５は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信す
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るために使用され得る。ＰＳＳは、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に
受信され得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上で受信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。同期モジュール１２５０
は、受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させるために
第２の動作モードで使用され得る。
【０１５６】
　[0173]　いくつかの例では、ＰＳＳ受信管理モジュール１２４５は、少なくとも２つの
ＯＦＤＭシンボルの容量を有するランニングバッファを含むこと、または管理することが
できる。
【０１５７】
　[0174]　いくつかの例では、同期モジュール１２５０は、相互相関モジュール１２５５
および／またはタイミング回復モジュール（timing recovery module）１２６０を含み得
る。相互相関モジュール１２５５は、隣接ＯＦＤＭシンボル中に受信されたＰＳＳのサン
プルの相互相関を実行するために、ワイヤレス通信管理モジュール１２２０の第１の動作
モードまたはワイヤレス通信管理モジュール１２２０の第２の動作モードのいずれかで使
用され得る。次いでタイミング回復モジュール１２６０は、サンプルの相互相関に基づい
て基地局のタイミングを回復するために使用され得る。同期モジュール１２５０によって
実行される同期（たとえば、基地局とのＵＥの同期）は、基地局の回復されたタイミング
に基づき得る。
【０１５８】
　[0175]　ワイヤレス通信管理モジュール１２２０の第１の動作モードでは、ＳＳＳ受信
管理モジュール１２６５は、ＰＳＳ受信管理モジュール１２４５を使用してＰＳＳが受信
される隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペク
トル帯域を通じて基地局からＳＳＳを受信するために使用され得る。ワイヤレス通信管理
モジュール１２２０の第２の動作モードでは、ＳＳＳ受信管理モジュール１２６５は、Ｐ
ＳＳ受信管理モジュール１２４５によって決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボル
の間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて基地局からＳＳＳを受信するために使
用され得る。いずれの動作モードでも、またいくつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリア
の第１のセットを通じて受信されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセット
を通じて受信されることがある。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリアの第１の
セットに隣接し得る（たとえば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多重化され得
る）。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて受信され
得る。いくつかの例では、ＳＳＳは、ＰＳＳの検出後に処理され得る。いくつかの例では
、ＳＳＳはｅＳＳＳを含み得る。ワイヤレス通信管理モジュール１２２０の第１の動作モ
ードまたはワイヤレス通信管理モジュール１２２０の第２の動作モードのいずれかでは、
基地局パラメータ決定モジュール１２７５は、受信されたＰＳＳおよび受信されたＳＳＳ
に基づいて基地局パラメータを決定するために使用され得る。基地局パラメータは、基地
局のＰＣＩを含むことができる。
【０１５９】
　[0176]　ＣＲＳ受信管理モジュール１２７０は、ダウンリンク送信の第１のサブフレー
ム中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを受信するために、ワイヤレス
通信管理モジュール１２２０の第１の動作モードまたはワイヤレス通信管理モジュール１
２２０の第２の動作モードのいずれかで使用され得る。いくつかの例では、ＣＲＳはｅＣ
ＲＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じ
て受信され得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフ
レーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメータを示し得る。基地局パラメ
ータ決定モジュール１２７５は、基地局パラメータを決定するために使用され得る。
【０１６０】
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　[0177]　図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の基地局１３０５（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック
図１３００を示す。いくつかの例では、基地局１３０５は、図１および／もしくは図２を
参照して説明された基地局１０５、２０５および／もしくは２０５－ａのうちの１つもし
くは複数の態様、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明された装
置９０５および／もしくは１００５のうちの１つもしくは複数の態様の例であり得る。基
地局１３０５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／ま
たは図１０を参照して説明された基地局の特徴および機能のうちの少なくともいくつかを
実装または容易にするように構成され得る。
【０１６１】
　[0178]　基地局１３０５は、基地局プロセッサモジュール１３１０、基地局メモリモジ
ュール１３２０、（基地局トランシーバモジュール１３５０によって表される）少なくと
も１つの基地局トランシーバモジュール、（基地局アンテナ１３５５によって表される）
少なくとも１つの基地局アンテナ、および／または基地局ワイヤレス通信管理モジュール
１３６０を含み得る。基地局１３０５はまた、基地局通信モジュール１３３０および／ま
たはネットワーク通信モジュール１３４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの
構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１３３５を通じて、直接または間接的に互いと
通信していることがある。
【０１６２】
　[0179]　基地局メモリモジュール１３２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）およ
び／または読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリモジュール１３２０は
、実行されると、たとえば、同期信号（たとえば、ＰＳＳおよび／もしくはＳＳＳ）なら
びに／または基準信号（たとえば、ＣＲＳ）の送信の管理を含む、ワイヤレス通信に関す
る本明細書で説明される様々な機能を基地局プロセッサモジュール１３１０に実行させる
ように構成される命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ実行可能コード１３２５
を記憶し得る。代替的に、コード１３２５は、基地局プロセッサモジュール１３１０によ
って直接的に実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると
）本明細書で説明される様々な機能を基地局１３０５に実行させるように構成され得る。
【０１６３】
　[0180]　基地局プロセッサモジュール１３１０は、インテリジェントハードウェアデバ
イス、たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み
得る。基地局プロセッサモジュール１３１０は、基地局トランシーバモジュール１３５０
、基地局通信モジュール１３３０、および／またはネットワーク通信モジュール１３４０
を通じて受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１３１０はまた、ア
ンテナ１３５５を通じた送信のためにトランシーバモジュール１３５０に、１つもしくは
複数の他の基地局１３０５－ａおよび１３０５－ｂへの送信のために基地局通信モジュー
ル１３３０に、および／または図１を参照して説明されたコアネットワーク１３０の１つ
もしくは複数の態様の例であり得るコアネットワーク１３４５への送信のためにネットワ
ーク通信モジュール１３４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュ
ール１３１０は、単独でまたは基地局ワイヤレス通信管理モジュール１３６０とともに、
第１の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ通信のために使用可能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のた
めに特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペク
トル帯域）、および／または第２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数ス
ペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアク
セスを争う必要があり得る免許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じて通信すること（
またはその帯域を通じた通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１６４】
　[0181]　基地局トランシーバモジュール１３５０は、パケットを変調し、変調されたパ
ケットを送信のために基地局アンテナ１３５５に与え、基地局アンテナ１３５５から受信
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されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局トランシーバモジ
ュール１３５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび
１つまたは複数の別個の基地局受信機モジュールとして実装され得る。基地局トランシー
バモジュール１３５０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周
波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。基地局トランシーバモジュール１３
５０は、図１および／もしくは図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂおよび／もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数、ならびに／また
は図１１および／もしくは図１２を参照して説明された装置１１１５および／もしくは１
２１５のうちの１つもしくは複数のような、１つまたは複数のＵＥまたは装置と、アンテ
ナ１３５５を介して双方向に通信するように構成され得る。基地局１３０５は、たとえば
、複数の基地局アンテナ１３５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１３
０５は、ネットワーク通信モジュール１３４０を通じてコアネットワーク１３４５と通信
し得る。基地局１３０５はまた、基地局通信モジュール１３３０を使用して、基地局１３
０５－ａおよび１３０５－ｂのような他の基地局と通信し得る。
【０１６５】
　[0182]　基地局ワイヤレス通信管理モジュール１３６０は、第１の無線周波数スペクト
ル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じたワイヤレス通信に関する
図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照
して説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを実行および／または制御す
るように構成され得る。たとえば、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１３６０は、第
１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を使用し
て、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタン
ドアロンモードをサポートするように構成され得る。基地局ワイヤレス通信管理モジュー
ル１３６０は、第１の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱う
ように構成された免許無線周波数スペクトル帯域のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジ
ュール１３６５、および／または第２の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ通信を扱うように構成された免許不要無線周波数スペクトル帯域のための基地局Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０を含み得る。基地局ワイヤレス通信管理モジュール
１３６０もしくはその一部は、プロセッサを含んでよく、ならびに／または基地局ワイヤ
レス通信管理モジュール１３６０の機能の一部もしくはすべては、基地局プロセッサモジ
ュール１３１０によって、および／もしくは基地局プロセッサモジュール１３１０ととも
に実行され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１３６０は、
図９および／または図１０を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０お
よび／または１０２０の例であり得る。
【０１６６】
　[0183]　図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のＵＥ１４１５（たとえば、１つまたは複数の基地局と通信することが可能なＵＥ）のブ
ロック図１４００を示す。ＵＥ１４１５は様々な構成を有してよく、パーソナルコンピュ
ータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコ
ンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インタ
ーネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどであるか、またはそれらの一部であ
り得る。いくつかの例では、ＵＥ１４１５は、モバイル動作を容易にするために、小型バ
ッテリーのような内部電源（図示されず）を有し得る。いくつかの例では、ＵＥ１４１５
は、図１および／もしくは図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、
２１５－ｂおよび／もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／ま
たは図１１および／もしくは図１２を参照して説明された装置１１１５および／もしくは
１２１５のうちの１つもしくは複数の態様の例であり得る。ＵＥ１４１５は、図１、図２
、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図１１、および／または図１２を参照して説明
されたＵＥの特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され得る
。
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【０１６７】
　[0184]　ＵＥ１４１５は、ＵＥプロセッサモジュール１４１０、ＵＥメモリモジュール
１４２０、（ＵＥトランシーバモジュール１４３０によって表される）少なくとも１つの
ＵＥトランシーバモジュール、（ＵＥアンテナ１４４０によって表される）少なくとも１
つのＵＥアンテナ、および／またはＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０を含み得
る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１４３５を通じて、直接または間
接的に互いと通信していることがある。
【０１６８】
　[0185]　ＵＥメモリモジュール１４２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。
ＵＥメモリモジュール１４２０は、実行されると、たとえば、同期信号（たとえば、ＰＳ
Ｓおよび／もしくはＳＳＳ）および／もしくは基準信号（たとえば、ＣＲＳ）の受信の管
理ならびに／または基地局とのＵＥ１４１５の同期を含む、ワイヤレス通信に関する本明
細書で説明される様々な機能をＵＥプロセッサモジュール１４１０に実行させるように構
成される命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ実行可能コード１４２５を記憶し
得る。代替的に、コード１４２５は、ＵＥプロセッサモジュール１４１０によって直接的
に実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）本明細書
で説明される様々な機能をＵＥ１４１５に実行させるように構成され得る。
【０１６９】
　[0186]　ＵＥプロセッサモジュール１４１０は、インテリジェントハードウェアデバイ
ス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥプロセッ
サモジュール１４１０は、ＵＥトランシーバモジュール１４３０を通じて受信された情報
、および／またはＵＥアンテナ１４４０を通じた送信のためにＵＥトランシーバモジュー
ル１４３０に送られるべき情報を処理し得る。ＵＥプロセッサモジュール１４１０は、単
独でまたはＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０とともに、第１の無線周波数スペ
クトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使
用可能な免許無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免
許されているので装置がアクセスを争わない免許無線周波数スペクトル帯域）、および／
または第２の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－
Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり
得る免許不要無線周波数スペクトル帯域）を通じて通信すること（またはその帯域を通じ
た通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１７０】
　[0187]　ＵＥトランシーバモジュール１４３０は、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信のためにＵＥアンテナ１４４０に与え、ＵＥアンテナ１４４０から受信された
パケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥトランシーバモジュール１
４３０は、いくつかの例では、１つまたは複数のＵＥ送信機モジュールおよび１つまたは
複数の別個のＵＥ受信機モジュールとして実装され得る。ＵＥトランシーバモジュール１
４３０は、第１の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル
帯域における通信をサポートし得る。ＵＥトランシーバモジュール１４３０は、図１、図
２、および／もしくは図１３を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、
および／もしくは１３０５のうちの１つもしくは複数、ならびに／または図９および／も
しくは図１０を参照して説明された装置９０５、および／もしくは１００５のうちの１つ
もしくは複数と、ＵＥアンテナ１４４０を介して双方向に通信するように構成され得る。
ＵＥ１４１５は単一のＵＥアンテナを含み得るが、ＵＥ１４１５が複数のＵＥアンテナ１
４４０を含み得る例があり得る。
【０１７１】
　[0188]　ＵＥ１４１５のいくつかの例では、ＵＥ状態モジュール１４５０は、たとえば
、無線リソース制御（ＲＲＣ）アイドル状態とＲＲＣ接続状態との間のＵＥ１４１５の遷
移を管理するために使用されてよく、１つまたは複数のバス１４３５を通じて、直接また
は間接的に、ＵＥ１４１５の他の構成要素と通信していることがある。ＵＥ状態モジュー
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ル１４５０もしくはその一部は、プロセッサを含んでよく、および／またはＵＥ状態モジ
ュール１４５０の機能の一部もしくはすべては、ＵＥプロセッサモジュール１４１０によ
って、および／もしくはＵＥプロセッサモジュール１４１０とともに実行され得る。
【０１７２】
　[0189]　ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０は、第１の無線周波数スペクトル
帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を通じたワイヤレス通信に関する図
１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図１１、および／または図１２を参照
して説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを実行および／または制御す
るように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０は、第１
の無線周波数スペクトル帯域および／または第２の無線周波数スペクトル帯域を使用して
、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンド
アロンモードをサポートするように構成され得る。ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１
４６０は、第１の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うよう
に構成された免許無線周波数スペクトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュー
ル１４６５と、第２の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱う
ように構成された免許不要無線周波数スペクトル帯域のためのＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
モジュール１４７０とを含み得る。ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０もしくは
その一部は、プロセッサを含んでよく、および／またはＵＥワイヤレス通信管理モジュー
ル１４６０の機能の一部もしくはすべては、ＵＥプロセッサモジュール１４１０によって
、および／もしくはＵＥプロセッサモジュール１４１０とともに実行され得る。いくつか
の例では、ＵＥワイヤレス通信管理モジュール１４６０は、図１１および／または図１２
を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０および／または１２２０の
例であり得る。
【０１７３】
　[0190]　図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００
の例を示すフローチャートである。明快のために、方法１５００は、図１、図２、および
／または図１３を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、および／もし
くは１３０５のうちの１つまたは複数の態様、あるいは図９および／または図１０を参照
して説明された装置９０５および／または１００５のうちに１つまたは複数の態様を参照
して以下で説明される。いくつかの例では、基地局および／または装置は、以下で説明さ
れる機能を実行するように基地局および／または装置の機能要素を制御するためのコード
の１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１７４】
　[0191]　ブロック１５０５において、方法１５００は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域に対してＣＣＡを実行することを含み得る。いくつかの例では、免許不要無線周波数
スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途
に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を
含み得る。ブロック１５０５における動作は、図９、図１０および／もしくは図１３を参
照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３
６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明されたＣＣＡモジュ
ール９３５および／もしくは１０３５を使用して実行され得る。
【０１７５】
　[0192]　ブロック１５１０において、方法１５００は、ＣＣＡが成功したときに免許不
要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信することを含み得る。ＰＳＳは、ダウ
ンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で送信され得る。いくつか
の例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１の
サブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであり得る。いくつかの例では、ダ
ウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブ
フレームであり得る。ブロック１５１０における動作は、図９、図１０、および／または
図１３を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０、および／
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または１３６０、ならびに／あるいは図９および／または図１０を参照して説明されたＰ
ＳＳ送信管理モジュール９４５および／もしくは１０４５を使用して実行され得る。
【０１７６】
　[0193]　方法１５００のいくつかの例では、ブロック１５１０において送信されるＰＳ
Ｓは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。
いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連
付けられるコンポーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに
対応し得る。
【０１７７】
　[0194]　方法１５００のいくつかの例では、第１のサブフレームは、無線フレームの第
１のサブフレームであってよく、方法１５００は、第１のサブフレーム以外の無線フレー
ムのサブフレーム中にＰＳＳを送信するのを控えることを含み得る。
【０１７８】
　[0195]　いくつかの例では、方法１５００は、ブロック１５１０においてＰＳＳが送信
される隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペク
トル帯域を通じてＳＳＳを送信することを含み得る。いくつかの例では、ＳＳＳはｅＳＳ
Ｓを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じて送信
されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて送信されることがあ
る。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接し得る（たとえ
ば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつかの例では、Ｐ
ＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて送信され得る。ＳＳＳは、図９、図１
０および／もしくは図１３を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０、
１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／または図１０を参照して説明されたＳＳ
Ｓ送信管理モジュール１０５０を使用して送信され得る。
【０１７９】
　[0196]　いくつかの例では、方法１５００は、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム
中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを送信することを含み得る。いく
つかの例では、ＣＲＳはｅＣＲＳを含み得る。いくつかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰ
ＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、またはそれらの組合せのような基地局パラメー
タを示し得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて
送信され得る。ＣＲＳは、図９、図１０および／もしくは図１３を参照して説明されたワ
イヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／ま
たは図１０を参照して説明されたＣＲＳ送信管理モジュール１０５５を使用して送信され
得る。
【０１８０】
　[0197]　したがって、方法１５００はワイヤレス通信を提供することができる。方法１
５００は一実装形態にすぎず、方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように
再構成されるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０１８１】
　[0198]　図１６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１６００
の例を示すフローチャートである。明快のために、方法１６００は、図１、図２および／
もしくは図１４を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２
１５－ｃおよび／もしくは１４１５のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／または図
１０および／もしくは図１１を参照して説明された装置１００５および／もしくは１１１
５のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、Ｕ
Ｅおよび／または装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥおよび／または装
置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１８２】
　[0199]　ブロック１６０５において、方法１６００は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信することを含み得る。ＰＳＳは、ダウンリンク送信
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の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボル上で受信され得る。いくつかの例では、Ｐ
ＳＳはｅＰＳＳを含み得る。いくつかの例では、免許不要無線周波数スペクトル帯域は、
無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるの
で装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつか
の例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレー
ムであり得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレ
ームの第１のサブフレーム以外のサブフレームであり得る。ブロック１６０５における動
作は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理
モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１１およ
び／もしくは図１２を参照して説明されたＰＳＳ受信管理モジュール１１４５および／も
しくは１２４５を使用して実行され得る。
【０１８３】
　[0200]　方法１６００のいくつかの例では、ブロック１６１０において受信されるＰＳ
Ｓは、隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で受信され得る。
いくつかの例では、サブキャリアのセットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連
付けられるコンポーネントキャリア帯域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに
対応し得る。
【０１８４】
　[0201]　ブロック１６１０において、方法１６００は、受信されたＰＳＳに少なくとも
部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。ブロック１６１０におけ
る動作は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信
管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１１
および／もしくは図１２を参照して説明された同期モジュール１１５０および／もしくは
１２５０を使用して実行され得る。
【０１８５】
　[0202]　いくつかの例では、方法１６００は、隣接ＯＦＤＭシンボルの間に受信された
ＰＳＳのサンプルの相互相関を実行することを含み得る。これらの例では、方法１６００
はまた、サンプルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回復することを含み得る。
ブロック１６１０における基地局１６１０とのＵＥの同期は、基地局の回復されたタイミ
ングに基づき得る。相互相関は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明
されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、な
らびに／または図１２を参照して説明された相互相関モジュール１２５５を使用して実行
され得る。基地局のタイミングの回復は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照
して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４
６０、ならびに／または図１２を参照して説明されたタイミング回復モジュール１２６０
を使用して実行され得る。
【０１８６】
　[0203]　いくつかの例では、方法１６００は、ブロック１６０５においてＰＳＳが受信
される隣接ＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に、免許不要無線周波数スペク
トル帯域を通じて基地局からＳＳＳを受信することを含み得る。いくつかの例では、ＳＳ
ＳはｅＳＳＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを
通じて受信されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて受信され
ることがある。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接し得
る（たとえば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつかの
例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて受信され得る。いくつかの
例では、ＳＳＳは、ＰＳＳの検出後に処理され得る。方法１６００はまた、受信されたＰ
ＳＳおよび受信されたＳＳＳに基づいて基地局パラメータを決定することを含み得る。基
地局パラメータは、基地局のＰＣＩを含むことができる。ＳＳＳは、図１１、図１２およ
び／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２
２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明されたＳＳＳ受
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信管理モジュール１２６５を使用して受信され得る。基地局パラメータは、図１１、図１
２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０
、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明された基
地局パラメータ決定モジュール１２７５を使用して決定され得る。
【０１８７】
　[0204]　いくつかの例では、方法１６００は、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム
中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを受信することを含み得る。いく
つかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて受信され得る。方法
１６００はまた、受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することを含み得
る。基地局パラメータは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、またはそ
れらの組合せを含み得る。ＣＲＳは、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して
説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０
、ならびに／または図１２を参照して説明されたＣＲＳ受信管理モジュール１２７０を使
用して受信され得る。基地局パラメータは、図１１、図１２および／もしくは図１４を参
照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１
４６０、ならびに／または図１２を参照して説明された基地局パラメータ決定モジュール
１２７５を使用して決定され得る。いくつかの例では、ＣＲＳはｅＣＲＳを含み得る。
【０１８８】
　[0205]　したがって、方法１６００はワイヤレス通信を提供することができる。方法１
６００は一実装形態にすぎず、方法１６００の動作は、他の実装形態が可能であるように
再構成されるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０１８９】
　[0206]　図１７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１７００
の例を示すフローチャートである。明快のために、方法１７００は、図１、図２および／
もしくは図１３を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａおよび／もしく
は１３０５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図９および／もしくは図
１０を参照して説明された装置９０５および／もしくは１００５のうちの１つもしくは複
数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、基地局および／または装置は
、以下で説明される機能を実行するように基地局および／または装置の機能要素を制御す
るためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１９０】
　[0207]　ブロック１７０５において、方法１７００は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域に対してＣＣＡを実行することを含み得る。いくつかの例では、免許不要無線周波数
スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途
に利用可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を
含み得る。いくつかの例では、ＣＣＡはＥＣＣＡの一部であり得る。ブロック１７０５に
おける動作は、図９、図１０、および／もしくは図１３を参照して説明されたワイヤレス
通信管理モジュール９２０、１０２０、および／もしくは１３６０、または図９および／
もしくは図１０を参照して説明されたＣＣＡモジュール９３５および／もしくは１０３５
を使用して実行され得る。
【０１９１】
　[0208]　ブロック１７１０において、方法１７００は、ＣＣＡが成功したときに免許不
要無線周波数スペクトル帯域を通じてチャネル使用インジケータを送信することを含み得
る。いくつかの例では、チャネル使用インジケータはＣＵＢＳを含み得る。ブロック１７
１０における動作は、図９、図１０および／もしくは図１３を参照して説明されたワイヤ
レス通信管理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／または
図９および／もしくは図１０を参照して説明されたチャネル使用インジケータ送信管理モ
ジュール９４０および／もしくは１０４０を使用して実行され得る。
【０１９２】
　[0209]　ブロック１７１５において、方法１７００は、ＰＳＳを送信すべき少なくとも
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１つのＯＦＤＭシンボルを決定することを含み得る。いくつかの例では、決定された少な
くとも１つのＯＦＤＭシンボルは、ダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤ
Ｍシンボルを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、
無線フレームの第１のサブフレーム以外のサブフレームであり得る。いくつかの例では、
ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレームであり得
る。ブロック１７１５における動作は、図９、図１０および／もしくは図１３を参照して
説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、
ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明されたＰＳＳ送信管理モジ
ュール９４５および／もしくは１０４５を使用して実行され得る。
【０１９３】
　[0210]　ブロック１７２０において、方法１７００は、決定された少なくとも１つのＯ
ＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＰＳＳを送信すること
を含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳを含み得る。ブロック１７２０におけ
る動作は、図９、図１０および／もしくは図１３を参照して説明されたワイヤレス通信管
理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／または図９および
／もしくは図１０を参照して説明されたＰＳＳ送信管理モジュール９４５および／もしく
は１０４５を使用して実行され得る。
【０１９４】
　[0211]　方法１７００のいくつかの例では、ブロック１７１０において送信されるＰＳ
Ｓは、ブロック１７１５において決定された、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上で送信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【０１９５】
　[0212]　いくつかの例では、方法１７００は、ブロック１７１５において決定された少
なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＳ
ＳＳを送信することを含み得る。いくつかの例では、ＳＳＳはｅＳＳＳを含み得る。いく
つかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセットを通じて送信されることがあり、
ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて送信されることがある。サブキャリアの
第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接し得る（たとえば、サブキャリアの
第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは
、同じアンテナポートを通じて送信され得る。ＳＳＳは、図９、図１０および／もしくは
図１３を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０および／も
しくは１３６０、ならびに／または図１０を参照して説明されたＳＳＳ送信管理モジュー
ル１０５０を使用して送信され得る。
【０１９６】
　[0213]　いくつかの例では、方法１７００は、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム
中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを送信することを含み得る。いく
つかの例では、ＣＲＳは、基地局のＰＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、またはそ
れらの組合せのような基地局パラメータを示し得る。いくつかの例では、ＣＲＳはｅＣＲ
Ｓを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳおよびＣＲＳは、同じアンテナポートを通じて
送信され得る。ＣＲＳは、図９、図１０および／もしくは図１３を参照して説明されたワ
イヤレス通信管理モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／ま
たは図１０を参照して説明されたＣＲＳ送信管理モジュール１０５５を使用して送信され
得る。
【０１９７】
　[0214]　したがって、方法１７００はワイヤレス通信を提供することができる。方法１
７００は一実装形態にすぎず、方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように
再構成されるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０１９８】
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　[0215]　図１８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１８００
の例を示すフローチャートである。明快のために、方法１８００は、図１、図２および／
もしくは図１４を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２
１５－ｃおよび／もしくは１４１５のうちの１つまたは複数の態様、ならびに／または図
１０および／もしくは図１１を参照して説明された装置１００５および／もしくは１１１
５のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、Ｕ
Ｅおよび／または装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥおよび／または装
置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１９９】
　[0216]　ブロック１８０５において、方法１８００は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域を通じてチャネル使用インジケータを受信することを含み得る。いくつかの例では、
免許不要無線周波数スペクトル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のようは免許不要の用途に利用可
能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。いくつかの例では、チャネル使用インジケータはＣＵＢＳを含み得る。ブロック１８０
５における動作は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤ
レス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／また
は図１１および／もしくは図１２を参照して説明されたチャネル使用インジケータ受信管
理モジュール１１３５および／もしくは１２３５を使用して実行され得る。
【０２００】
　[0217]　ブロック１８１０において、方法１８００は、受信されたチャネル使用インジ
ケータに関連付けられる時間（たとえば、送信時間または受信時間）に基づいて、監視す
べき少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルを決定することを含み得る。いくつかの例では、
決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、チャネル使用インジケータの受信に続
くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接ＯＦＤＭシンボルを含み得る。いくつか
の例では、ダウンリンク送信の第１のサブフレームは、無線フレームの第１のサブフレー
ム以外のサブフレームを含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク送信の第１のサブフ
レームは、無線フレームの第１のサブフレームを含み得る。ブロック１８１０における動
作は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理
モジュール９２０、１０２０および／もしくは１３６０、ならびに／または図１１および
／もしくは図１２を参照して説明された信号監視管理モジュール１１４０および／もしく
は１２４０を使用して実行され得る。
【０２０１】
　[0218]　ブロック１８１５において、方法１８００は、免許不要無線周波数スペクトル
帯域を通じて基地局からＰＳＳを受信することを含み得る。ＰＳＳは、決定された少なく
とも１つのＯＦＤＭシンボルの間に受信され得る。いくつかの例では、ＰＳＳはｅＰＳＳ
を含み得る。ブロック１８１５における動作は、図１１、図１２および／もしくは図１４
を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしく
は１４６０、ならびに／または図１１および／もしくは図１２を参照して説明されたＰＳ
Ｓ受信管理モジュール１１４５および／もしくは１２４５を使用して実行され得る。
【０２０２】
　[0219]　方法１８００のいくつかの例では、ブロック１８１５において受信されるＰＳ
Ｓは、ブロック１８１０において決定された、いくつかの隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の
間にサブキャリアの同じセット上で受信され得る。いくつかの例では、サブキャリアのセ
ットは、免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付けられるコンポーネントキャリア帯
域幅の中央に位置するリソースブロックのセットに対応し得る。
【０２０３】
　[0220]　ブロック１８２０において、方法１８００は、受信されたＰＳＳに少なくとも
部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。ブロック１８２０におけ
る動作は、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信
管理モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１１
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および／もしくは図１２を参照して説明された同期モジュール１１５０および／もしくは
１２５０を使用して実行され得る。
【０２０４】
　[0221]　いくつかの例では、方法１８００は、決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシ
ンボルの間に受信されたＰＳＳのサンプルの相互相関を実行することを含み得る。これら
の例では、方法１８００はまた、サンプルの相互相関に基づいて基地局のタイミングを回
復することを含み得る。ブロック１８２０における基地局とのＵＥの同期は、基地局の回
復されたタイミングに基づき得る。相互相関は、図１１、図１２および／もしくは図１４
を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および／もしく
は１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明された相互相関モジュール１２５５
を使用して実行され得る。基地局のタイミングの回復は、図１１、図１２および／もしく
は図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、１２２０および
／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明されたタイミング回復モジ
ュール１２６０を使用して実行され得る。
【０２０５】
　[0222]　いくつかの例では、方法１８００は、免許不要無線周波数スペクトル帯域を通
じて基地局からＳＳＳを受信することを含み得る。ＳＳＳは、ブロック１８１５において
決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に受信され得る。いくつかの例では、
ＳＳＳはｅＳＳＳを含み得る。いくつかの例では、ＰＳＳは、サブキャリアの第１のセッ
トを通じて受信されることがあり、ＳＳＳは、サブキャリアの第２のセットを通じて受信
されることがある。サブキャリアの第２のセットは、サブキャリアの第１のセットに隣接
し得る（たとえば、サブキャリアの第１のセットと周波数領域多重化され得る）。いくつ
かの例では、ＰＳＳおよびＳＳＳは、同じアンテナポートを通じて受信され得る。いくつ
かの例では、ＳＳＳは、ＰＳＳの検出後に処理され得る。方法１６００はまた、受信され
たＰＳＳおよび受信されたＳＳＳに基づいて基地局パラメータを決定することを含み得る
。基地局パラメータは、基地局のＰＣＩを含むことができる。ＳＳＳは、図１１、図１２
および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１２０、
１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明されたＳＳ
Ｓ受信管理モジュール１２６５を使用して受信され得る。基地局パラメータは、図１１、
図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュール１１
２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して説明され
た基地局パラメータ決定モジュール１２７５を使用して決定され得る。
【０２０６】
　[0223]　いくつかの例では、方法１８００は、ダウンリンク送信の第１のサブフレーム
中に免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてＣＲＳを受信することを含み得る。いく
つかの例では、ＣＲＳはｅＣＲＳを含み得る。方法１８００はまた、受信されたＣＲＳに
基づいて基地局パラメータを決定することを含み得る。基地局パラメータは、基地局のＰ
ＣＩ、基地局の現在のサブフレーム番号、またはそれらの組合せを含み得る。ＣＲＳは、
図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理モジュ
ール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参照して
説明されたＣＲＳ受信管理モジュール１２７０を使用して受信され得る。基地局パラメー
タは、図１１、図１２および／もしくは図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理
モジュール１１２０、１２２０および／もしくは１４６０、ならびに／または図１２を参
照して説明された基地局パラメータ決定モジュール１２７５を使用して決定され得る。
【０２０７】
　[0224]　ＰＳＳ、ＳＳＳ、および／またはＣＲＳを送信する基地局に接続されるＵＥの
場合、方法１８００は、チャネル使用インジケータの受信に続くダウンリンク送信の第１
のサブフレームのような、無線フレームにおける第１のサブフレーム以外のＰＳＳ、ＳＳ
Ｓ、および／またはＣＲＳの周りでＵＥがレートマッチングを実行することを可能にし得
る。基地局を探索しているＵＥの場合、方法１８００は、ダウンリンク送信が行われるが
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、無線フレームの第１のサブフレーム（または複数のサブフレーム）が送信されない無線
フレーム中にＰＳＳ、ＳＳＳ、および／またはＣＲＳをＵＥが受信することを可能にし得
る。基地局を探索しているＵＥは、送信を行っている基地局のダウンリンク送信の開始サ
ブフレーム番号および／またはＰＣＩを決定するためにＣＲＳ相関を使用することができ
る。代替的に、基地局を探索しているＵＥは、送信を行っている基地局のＰＣＩを決定す
るためにＳＳＳ相関を使用することができる。
【０２０８】
　[0225]　したがって、方法１８００はワイヤレス通信を提供することができる。方法１
８００は一実装形態にすぎず、方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるように
再構成されるか、または場合によっては修正され得ることに留意されたい。
【０２０９】
　[0226]　添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例について
説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。
「例」および「例示的」という用語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または
例示としての役割を果たす」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利であ
る」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明される技法の理解をもたらす
ための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なし
に実践され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念を不明瞭にすることを避ける
ために、よく知られている構造および装置がブロック図の形態で示されている。
【０２１０】
　[0227]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。たとえば、上の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁気粒子、
光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表現され得る。
【０２１１】
　[0228]　本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは
他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハー
ドウェア構成要素、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれら
の任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他
のそのような構成としても実装され得る。
【０２１２】
　[0229]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとして非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶され、または非一時的コンピュ
ータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許
請求の範囲および趣旨の中にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明され
た機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る
。機能を実装する特徴はまた、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装される
ように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の
範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の
列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１
つ」の列挙がＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわ
ち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような、選言的列挙を示す。
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【０２１３】
　[0230]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプ
ログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュ
ータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備
え得る。さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（ｄｉｓ
ｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディス
ク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ
－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ここで、ディスク（ｄｉｓｋ）は、
通常、データを磁気的に再生し、ディスク（ｄｉｓｃ）は、データをレーザーで光学的に
再生する。上記のものの組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２１４】
　[0231]　本開示の前の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが可能になる
ように提供される。本開示への様々な修正が当業者には容易に明らかであり、本明細書に
おいて定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例
または事例を示すものであり、言及された例に対する選好を暗示せず、または要求しない
。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信の方法であって、
　チャネル使用インジケータまたは主要同期信号（ＰＳＳ）の存在に少なくとも部分的に
基づいて、監視すべき少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定
することと、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクト
ル帯域を通じて基地局から前記ＰＳＳを受信することと、
　前記受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）を前記基地
局と同期させることとを備える方法。
［Ｃ２］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて前記チャネル使用インジケー
タを受信することをさらに備え、ここにおいて、監視すべき前記少なくとも１つのＯＦＤ
Ｍシンボルが、前記受信されたチャネル使用インジケータに関連付けられる時間に基づい
て決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用イン
ジケータの受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）シンボルを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記ＰＳＳを受信することは、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを受
信することを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて前記基地局から二次的同期信
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号（ＳＳＳ）を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記ＳＳＳが、前記決定され
た少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に受信される、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ６］　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを受信することをさ
らに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ）
を受信することと、
　前記受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定することと、ここにおいて、
前記基地局パラメータが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）、前記基地局の現在
のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選択される、をさらに
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネル使用インジケータまたは主要同期信号（ＰＳＳ）の存在に少なくとも部分的に
基づいて、監視すべき少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定
するための手段と、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に免許不要無線周波数スペクト
ル帯域を通じて基地局から前記ＰＳＳを受信するための手段と、
　前記受信されたＰＳＳに少なくとも部分的に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）を前記基地
局と同期させるための手段とを備える装置。
［Ｃ９］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてチャネル使用インジケータを
受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、監視すべき前記少なくとも１つのＯＦ
ＤＭシンボルが、前記受信されたチャネル使用インジケータに関連付けられる時間に基づ
いて決定される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用イ
ンジケータの受信に続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多
重（ＯＦＤＭ）シンボルを備える、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１１］　前記ＰＳＳを受信するための前記手段は、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを受
信するための手段を備える、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて前記基地局から二次的同期
信号（ＳＳＳ）を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ＳＳＳが、前記
決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つの間に受信される
、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１３］　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを受信するための
手段をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ
）を受信するための手段と、
　前記受信されたＣＲＳに基づいて基地局パラメータを決定するための手段と、ここにお
いて、前記基地局パラメータが、前記基地局の物理セル識別情報（ＰＣＩ）、前記基地局
の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグループから選択される、を
さらに備える、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１５］　ワイヤレス通信の方法であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行することと、
　主要同期信号（ＰＳＳ）を送信すべき前記免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付
けられる少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定することと、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記ＰＳＳを送信することとを備える方法。
［Ｃ１６］　前記ＣＣＡが成功したときに前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
てチャネル使用インジケータを送信することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
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［Ｃ１７］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用イ
ンジケータに続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記ＰＳＳを送信することは、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを送
信することを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つ
の間に前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて二次的同期信号（ＳＳＳ）を送信
することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２０］　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを送信することを
さらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ
）を送信することをさらに備え、ここにおいて、前記ＣＲＳが、基地局の物理セル識別情
報（ＰＣＩ）、基地局の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成るグルー
プから選択される基地局パラメータを示す、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２２］　前記ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部である、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２３］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　免許不要無線周波数スペクトル帯域に対してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための手段と、
　主要同期信号（ＰＳＳ）を送信すべき前記免許不要無線周波数スペクトル帯域に関連付
けられる少なくとも１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを決定するための手
段と、
　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルの間に前記免許不要無線周波数スペ
クトル帯域を通じて前記ＰＳＳを送信するための手段とを備える装置。
［Ｃ２４］　前記ＣＣＡが成功したときに前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じ
てチャネル使用インジケータを送信するための手段をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置
。
［Ｃ２５］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルは、前記チャネル使用イ
ンジケータに続くダウンリンク送信の第１のサブフレームの隣接直交周波数分割多重（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルを備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記ＰＳＳを送信するための前記手段は、
　前記隣接ＯＦＤＭシンボルの各々の間にサブキャリアの同じセット上で前記ＰＳＳを送
信するための手段を備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記決定された少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルのうちの少なくとも１つ
の間に前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じて二次的同期信号（ＳＳＳ）を送信
するための手段をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］　同じアンテナポートを通じて前記ＰＳＳおよび前記ＳＳＳを送信するための
手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記免許不要無線周波数スペクトル帯域を通じてセル固有基準信号（ＣＲＳ
）を送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ＣＲＳが、基地局の物理セル
識別情報（ＰＣＩ）、基地局の現在のサブフレーム番号、およびそれらの組合せから成る
グループから選択される基地局パラメータを示す、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記ＣＣＡは拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）の一部である、Ｃ２３に記載の装置。
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